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沖縄県国民保護フォーラム

開演・主催者あいさつ

○ 司会

皆様、こんばんは。本日はたいへんお忙

しい中お集まりいただきまして、誠にあり

がとうございます。

それでは、ただいまから沖縄県の主催に

よります沖縄県国民保護フォーラムを開催

いたします。

私、本日司会を務めさせていただきます

県防災危機管理課の新田久美子と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、沖縄県は今年３月に沖縄県国民保

護計画を作成いたしました。この計画は、

万が一の武力攻撃やテロなどの災害から県

民の皆様をお守りするために避難や救援の

実施について定めたものです。国民保護は

県民の皆様一人ひとりに関わる問題であ

り、皆様のご理解とご協力が不可欠です。

本日のフォーラムでは、県民の皆様に国

民保護法制と、沖縄県国民保護計画につい

て、ご理解いただくと共に、現在、様々な

課題を抱える沖縄県における国民保護のあ

り方がどうあるべきかについて、皆様と一

緒に考えていきたいと思っております。

それでは、まず初めに、主催者を代表い

たしまして、沖縄県知事公室参事監兼基地

防災統括監の府本禮司よりごあいさつを申

し上げます。それでは、府本参事監よろし

くお願いいたします。

あいさつ

○ 沖縄県知事公室参事監兼基地防災統括監

府本 禮司

ただいまご紹介にあずかりました沖縄県

知事公室参事監をしております府本でござ

います。よろしくお願いいたします。

今日はたいへんお忙しい中、かくもたく

さんの方にお集まりいただきまして、誠に

ありがとうございます。

先ほどもご紹介ございましたけれども、

私どもの国民保護計画、昨年つくりました

けれども、この国民保護法というのがござ

います。これは正式な名前を申し上げます

と 「武力攻撃事態等における国民の保護、

のための措置に関する法律」という長たら

しい名前でございます。この趣旨は、その

、 、ようなことが起こった場合に 警報の発令

伝達、避難の指示、誘導などを国や私ども

地方公共団体が行うという役割が課されて

いる他、皆さん方を保護する、救援すると

いうことで、救援等につきましては、皆様

方を輸送するとか、それから、医療をする

とかというのは、これはまた指定地方公共

機関というものがございまして、その役割

などが、その事態のときに皆様方を保護す

るという一つの機能が定められてございま

す。

、 、その他に それをちゃんと動かすために

基本的には県と市町村が行動を行うための

計画をつくるように規定されております。

県におきましては、今年の３月31日に閣

議決定を受けてつくった国民保護計画とい

うものがございます。これについては、後

ほど県の方からご説明申し上げたいと思い

ます。

今年は、市町村の方で、市町村の国民保

護計画をつくっていただくよう、今現在、

作業をしておられます。ぜひ私どもは今年
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中に国民保護計画をつくっていただきたい

というふうに考えております。

私ども沖縄県のことを考えてみますと、

沖縄本島そのものもそうでございますけれ

ども、宮古、八重山と離島の集まりでござ

いまして、実は避難をするということがこ

れほど厳しいという状況にあるということ

、 、は 頭の中では分かっておりますけれども

実際にこのような計画をつくっていきます

と、この部分が非常に課題になると。要す

るに、島からどういう具合にして移動する

のかということの難しさが出てくるのが特

徴でございます。これは我が県の大きな特

徴でございまして、これは特別に国の方に

おいても特別に沖縄県に対しては島嶼とい

うことで、手厚く保護をするということに

なってございます。

それともう一つ、私どものところには、

こちらの方には直接ありませんけれども、

米軍基地というのがございまして、米軍基

地の環境をどうするのかというのが大きな

課題になっているというふうに考えてござ

います。

その他に、皆様方のところには電力、電

気とか水道、ダムがございますので、その

ようなものをどういうかたちで守っていく

のかということもございますし、石垣、西

表、竹富等々につきましては非常に観光客

が多く来ておられます。観光客の数が、そ

の地域に住んでいる方よりも多いというと

ころもございますので、このような観光客

の方をどういうかたちで避難させていくの

かというのも実は非常に大きな課題であり

ます。

離島であれば、逃げる方法は２つしかご

ざいません。海か空かということになりま

す。そういうものも含めて、実に我々とし

、 、ては 市町村における国民保護計画の中で

そのへんを含めてしっかりと計画をつくっ

ていただく必要があると考えております。

国民保護法制そのものは、有事というも

のを想定しておりますから、県民の皆様の

中に様々な考え方がある。ご意見があると

いうことは私ども重々承知してございま

す。それと、非常に辛い体験ではございま

したけれども、過去の大戦におきまして県

民の皆様には非常に苛烈な体験がなされて

おります。このことも含めて私どもはこの

国民保護というものの計画の重要性を感じ

ているわけでございまして、基本的にはこ

ういうことが起こることのないよう、普段

からの外交努力をすべきだというふうに政

府に対して強く求めておりますけれども、

仮にそういうことが起こった場合に、ちゃ

んとした国民保護計画をつくっておかない

と、実はちゃんとした避難をされたり、皆

さん方をちゃんと保護するということが実

はできない。

このことについては、私ども自治体の皆

様方に対する責務でもあるというふうに考

えてございます。

今日は、そういうことも含めまして、内

閣官房参事官補佐をされております水野敦

志様から 「国民保護の仕組み」というお、

話がございますし、また、独立総合研究所

代表取締役の青山繁晴様、これはテレビで

よくお顔を見ておられると思いますけれど

も 「住民の安全保障」という観点から、、

非常に興味あるお話があろうかと思いま

す。
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私どものフォーラムの最後の部分に質問

の時間をとってございますので、ぜひ青山

さん、水野さんのお話に対して、せっかく

の機会ですから、皆様方からどんどん質問

をしていただいて、ぜひこの国民保護とい

うのがどうあるべきなのかということを共

に考えていくことが、このフォーラムの趣

旨でございます。ぜひ、皆様方の国民保護

に対する考え方を示していただいて、この

フォーラムを盛り上げていただきたいと考

えております。

本日は誠にありがとうございました。私

のごあいさつとさせていただきます。
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○ 司会

それでは、基調講演に入らせていただき

ます。

その前に、本日皆様にお配りしておりま

す資料について確認をお願いいたします。

本日お配りしております資料は、まず、プ

ログラム、それから講演の資料としまして

３種類 「国民保護のしくみ 「沖縄県国、 」

民保護計画の概要 「特別講演レジュメ 、」 」

それから小冊子の「武力攻撃やテロなどか

ら身を守るために 。あと、アンケートを」

お配りしております。もし資料に不足がご

ざいましたら、お近くのスタッフへお声か

けください。

それでは、ご紹介いたしましょう。演題

は「国民保護の仕組み 。講師は、内閣官」

房副長官補付参事官補佐、水野敦志さんで

す。水野さんは、平成９年自治省へ入省。

消防庁消防課、総務省自治税務局などを経

た他、平成15年横浜市へも出向され、横浜

市都市経営局政策課担当課長として務めら

れ、平成17年４月より現職に就いておられ

ます。

それでは皆様、大きな拍手でお迎えくだ

さい。水野敦志さんです。

水野参事官補佐、よろしくお願いいたし

ます。

基 調 講 演

「 国 民 保 護 の 仕 組 み 」

○ 内閣官房副長官補（安全保障・危機管

理担当）付参事官補佐 水野 敦志

皆さん、こんばんは。私は政府の内閣官

房という部署から参りました水野と申しま

す。私の方からは皆さんに、今日のテーマ

となっている国民保護について、その仕組

みを中心にご説明してくれということでご

ざいましたので、その仕組みについてご説

明したいと思いますが、要するに、仕組み

というと何となく難しく聞こえるかもしれ

ませんけれど、要するに国民保護という仕

事が皆さんにとってどういう意味があるの

か。政府や県や市町村がいったい何をして

くれるのか。そして、皆さんにどういうお

願いを我々からしていくのかということに

ついて、その制度面から説明をしていきた

いというふうに思います。

それで、スライドが少し小さめなんです

けれども、まず、この国民保護の話に入る

前に、そもそも内閣官房っていったい何な

んだと。なにか聞いたことのない省庁の人

がやってきて、なぜか国民保護の話をして

いるというふうに思われる方もいらっしゃ

るかもしれませんので、まず、この内閣官

房がなぜ国民保護をやってるのかと。非常

にこの国民保護がどういう仕事なのかとい

うことと非常に関係がある仕事ですので、

まずそこから少しお話をさせていただきた

いと思います。

内閣官房というのは、内閣府とか財務省

とか総務省とか、いろんな国の省庁ござい

ますけれども、そういういろんな省庁の間

に立って調整をしたり、意見の対立があっ

た場合にはその間を仲裁したり、そういっ

た仕事もやりつつ、あとは総理大臣とか官

房長官とか、そういった首相官邸のスタッ

フとなってそういった方々を支えるという

、 。ことを仕事にしている そういう組織です

そういう組織が、なんで国民保護をやっ

ているのだということなんですけれども、
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国民保護というのは、例えば、防衛庁とか

警察庁とか消防庁といった、それぞれ担当

が分かりやすい、一つの省庁で担当しきれ

ないような非常に大きな仕事だと。一つの

省庁ではとてもやりきれないということ

で、全省庁総出で取り組んでいかなきゃと

ても出来ない仕事なんだと。さらに申し上

げれば、これからまた詳しくご説明させて

いただきますけれども、都道府県とか市町

村の方にもご協力いただかないと、とても

出来ないと。そういった性格の仕事だと。

だからこそ我々全省庁を調整していく立場

である内閣官房がこの国民保護の仕事を担

当することになったということです。

国民保護という仕事は、そういう非常に

大きな仕事であるんだということをまずは

皆さんにご理解していただきたいと思いま

す。

では、いよいよ本題の国民保護の内容に

ついてご説明したいと思うんですが、国民

保護というのは、要するにここに 「武力、

攻撃やテロの災害から国民を守るために」

とあるように、武力攻撃とかテロといった

人為的な災害から皆さんを守るための仕組

みなわけですけれども、じゃあ武力攻撃や

テロってどんな被害が出るんだと。どんな

攻撃があるんだというのが、よくわからな

いのではないかということで、まず、それ

から説明したいと思います。

では、１ページ目お願いします。

「外国やテロリストは、どんな方法で日

本の国民・領土を攻撃する可能性があるの

か？」ということですけれども、これはい

ろんな攻撃の仕方があると思うんですが、

我々政府としては、まず、大まかに武力攻

撃としてこういう４つのパターンを想定し

ています。あくまで想定例ですので、これ

以外のものもありますし、これらが組み合

わされる場合もあり得るんですけれども、

まず１つ目が、弾道ミサイルの攻撃。これ

は最近そういった事案が、攻撃はされてま

せんけれども、ミサイルを発射するという

事案がありましたので、何となくイメージ

をもっていただけると思います。

次は、ゲリラ・特殊部隊による攻撃。こ

れはいったいどういうことかと言います

と、ここに書いてありますとおり、敵のゲ

リラ部隊が我が国に密かに侵入して、建物

を壊したりとか、あるいは要人を暗殺した

りとか、そういった破壊活動を行うと。そ

ういったような攻撃です。

次に、航空攻撃の場合、敵国の戦闘機が

やってきて、これは第二次世界大戦の時の

イメージをもっていただければいいと思い

ますが、要するに爆撃をしてきたりとか、

そういう攻撃でございます。

次が、着上陸侵攻の場合、これは敵の軍

隊が堂々と艦隊が表れて、そして上陸して

きて我が国を占領すると、そういったよう

な攻撃です （次お願いします ）。 。

次に、主としてテロ的なといいますか、

テロリストが行いそうな攻撃ということ

で、この３種類のパターンを我々としては

考えています。１つが、石油コンビナート

だとか、人が大勢集まる施設。それはデパ

ートだったり、駅だったりいろいろあるん

ですけれども、そういったところを爆弾を

仕掛けて攻撃すると。

次に、毒ガス、病原菌、放射性物質とい

う非常に危険なものをまき散らす。そうい
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った攻撃。次が、航空機等を使った自爆テ

ロ、これは９･11の事件を念頭においた感

じのものでありますけれども、こういう大

量輸送機関を使った自爆攻撃と。こういっ

た３種類のパターンがだいたいテロ攻撃と

してはあり得るんじゃないだろうかという

ことを我々としては考えているところで

す。

とはいえ、今私が申し上げた４類型プラ

スこの３類型、全部で７種類考えています

が、冒頭で申し上げたとおり、必ずしもこ

のとおりになるとは限りません。そもそも

地震とか津波とか、最初からある程度のパ

ターンが決まっているものと違って、武力

攻撃やテロというのは相手がやるもので

す。相手が必ずあります。しかもその相手

は我々に悪意をもっている人たちです。そ

うすると、当然、我々が想定を超える攻撃

をして裏をかこうというのは当然のことで

ありまして、今私が申し上げた以外の攻撃

をしてくる可能性もないわけじゃないと。

じゃあどうしたらいいんだということな

んですけれども、これは本当にどうしよう

もないことなんですが、こういった７つの

パターンを基本にしながらも、例えどんな

状況が起きても最善の対応が出来るよう常

に我々政府、そして県・市町村が準備して

おくしかないだろうと。それぞれの地域を

皆さんで振り返っていただいて、うちの地

域で危ないところはどこなんだろうかと、

弱いところはどこなんだろうかということ

を常に考えておく必要があるんだと。こう

いうことが重要ではないかというふうに思

っております （次、お願いいたします ）。 。

「最近発生したテロ等の緊急事態の例」

ということで、例えばということで並べて

おります。幸いのことに我が国に関連する

事案は非常に少なくて、諸外国で起きたも

、 、のが中心ですが 最近起きたものでいうと

北朝鮮のミサイル発射事案、2006年７月５

日に７発のミサイルが北朝鮮から日本海に

発射されて、日本海に着弾したと。特に被

害はありませんでしたが、そういった事案

がございました。

我が国関係ですと、ずっと下の方にいき

まして、地下鉄サリン事件、松本サリン事

件、今からだいたい10年ぐらい前ですが、

サリンという毒ガスが地下鉄、霞ヶ関とか

にまかれたと。そして、そのちょっと前に

は長野県の松本でサリンがまかれたという

ような事件がありました。こういった事案

が具体的には想定されるわけですけれど

も、今後もこういった事案が起きるか起こ

らないか、それは全然分かりませんが、こ

ういったものにやはり備えていく必要があ

るんではないかというふうに我々としては

考えているところであります （次、お願。

いします）

では、そういう武力攻撃とかテロのイメ

ージは何となくもっていただけたんじゃな

いかと思いますけれども、じゃあそういう

外国やテロリストが日本の国民・領土を攻

撃してきたら、政府や県や市町村はいった

い何をするんだろうということですけれど

も、大きく分けて２つあります。１つが、

当然攻撃してくる敵がいたり、テロリスト

、 。 、がいれば その敵を撃退する もう一つは

テロリストであれば犯罪者ですから、その

犯人を逮捕する。そういうオペレーション

が一つあります。それを、ここには書いて
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ませんが専門用語で侵害排除措置という言

い方を我々はするんですけれども、そうい

う敵を撃退するオペレーションです。

そして、もう一つが、敵国の軍隊やテロ

リストの攻撃による国民への被害を未然に

防ぐ。例えば避難させてうまく被害を防ぐ

と。仮に間に合わなくて、非常に残念なが

ら被害が発生してしまったときでも、その

被害を最小化させるというようなオペレー

ションがもう一つあります。これが国民保

護といわれるものです。

今日、私の方からご説明する国のオペレ

ーション、県のオペレーションとかいった

ものは、この国民保護についてのことであ

ります （次、お願いします）。

その国民保護というものが、具体的にど

んなことをするんですかということなんで

すけれども、大きく分けて５つあります。

、 、 、１つが警報 ２番目が避難 ３番目が救援

４番目が災害への対応、５番目が生活基盤

の確保というようなのが大きな５つの柱で

す。

それぞれはこれから詳しくご説明します

けれども、１点目の警報は、非常に分かり

やすいと思いますが、国民の皆さんに危険

をお知らせすると。そして、２番目の避難

は、国民の皆さんを安全な場所に誘導して

いきます。そして、３番目は、国民の皆さ

んに避難所とかで食べ物や医療なんかを提

供していくと。そして、災害への対応は、

火がついちゃえば消火活動をしたりとか、

救助しなきゃいけない事案が発生すれば救

急救助活動を行ったりとか。あとは、大事

な施設、例えば発電所とか、そういったと

ころが狙われないように警備活動を強化す

るといったようなことを行って、被害の未

然防止、もしくは拡大を防ぐといった仕事

がございます。

次に、５番目の生活基盤の確保です。こ

れは電気とかガスとか、水とか、水道です

ね、運輸・通信等の皆さんの日常生活にと

って非常に欠かせないサービス、これが例

えば武力攻撃が起きたときにもなるべく維

持できるように、普及したりとか、道路が

壊れれば道路を直しに行ったりとか、そう

いったことをして皆さんの生活になるべく

支障が出ないように努力をしていくという

のが、この生活基盤の確保という仕事でご

ざいます。

こういった国民保護の５つの仕事、こう

いった仕事を政府、県、市町村、そして一

定の民間事業者、先ほど沖縄県の参事官の

方からお話がございましたけれども、指定

公共機関といわれる方ですが、一定の民間

事業者の方にも、この５つの役割の中の一

部を担っていただきながら、これらの業務

に取り組んでいくというようなことになり

ます （次、お願いします）。

今申し上げた５つの仕事をもう少し詳し

くご説明したものがこれでございまして、

１つめは警報です。警報って何をするのか

ということなんですが、皆さんに届く情報

としては、ここに書いてございますけれど

も 「どこそこでテロが発生しました 「ど、 」

こそこには近づかないでください」といっ

た非常に簡潔な内容を皆さんにお伝えし

て、とりあえずの当面の措置をとっていた

だいたりとか、危険をお知らせするといっ

たことを行います。具体的な流れとしては

あまり気にする必要はないかもしれません
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が、とりあえず一番最初は国から、一応、

国の方で情報を把握すれば、例えばミサイ

ルが発射されましたとか、そういった情報

、 、 、が入手できれば 国から県へ 県から市へ

市から皆さんに伝達される。

市からは、例えば広報車が出ていって、

「危ないですよ」とか、あるいは防災行政

無線というのがスピーカーが街中に立って

ればそのスピーカーから流れてきたりとか

いうこともありますし、あとはテレビとか

ラジオの方にもこの情報を我々お伝えしま

すので、テレビとかラジオの方からそうい

う情報が流れてくるということもございま

す。それで国民の方に、その情報が伝わっ

ていくということになります。

ただ、情報は必ずしも国だけが把握でき

るというものではありません。やはり事件

は現場で起きているといいますか、被害と

かそういったものはやはり皆さんの方が、

国民の方の方が先に把握するということも

あると思います。ですので、ここにちょっ

と書いてございますけれども、国民の皆さ

んがテロ等による災害の兆候を発見した場

合、なんか怪しい人が物を壊そうとしてる

とか、そういったような情報を入手した場

合には、市町村、市役所、町役場などが警

察、消防等に通報していただきたい。その

通報した情報を基に、国からの情報提供を

待たないで、沖縄県の方が県独自の警報と

いうものを発令することができると。皆さ

んの日頃のそういう通報によって、多くの

県民の方にその危険情報が伝わって、多く

の人が救われるといったようなルートもご

ざいますので、ぜひ皆さんにはそういった

、 、ものを見かけたときには お近くの市町村

もしくは警察、消防等に通報していただき

たいというように思います （次、お願い。

します）

次に、避難とは具体的にどんなことをす

るのか、ということなんですけれども、警

報で皆さんに危ないですよとかお知らせし

た後に、ほぼそれと同時ということが一般

的に考えられるんですが、国の方から避難

が必要な地域、要するに危険な地域と避難

先となる地域、安全地帯ですね、ここに逃

げていってくださいというのを決定して、

国は大枠だけを決めます。この２項目だけ

です。これを決めて県に伝達します。県は

この国からの避難が必要な地域、避難先と

なる地域を聞いて、避難計画を具体的に県

。 、の方が作成すると 避難計画といいますか

この避難が必要な地域から避難先となる地

域にどうやって逃げていくんだと。どうい

う手段で逃げていくんだということを県の

方で決定して、皆さんに県が市町村を通じ

て皆さんに、こういうふうに逃げてくださ

いというふうに指示を出させていただきま

す。

そして、市町村の方は、この県の避難の

指示が出た後に、それを踏まえて市町村の

職員、消防職員、警察官等が住民の皆さん

を避難所等へ誘導していくというような流

れになります。

避難先としては、どこか遠くの地域とい

うこともあり得るんですけれども、緊急の

場合なんかは外を歩いているとむしろ危な

い場合もあったりしますので、屋内にとり

あえず入ってくださいという避難の場合も

。 、あります ここに下の方にありますとおり

家の中への避難とありますけれども、とり
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あえず家の中に入ってくださいと。遠くに

逃げる場合には、その後またしっかり準備

した上で、二度目の避難の指示というのが

出てきて、それでどこか別の所へ逃げてい

くといったようなパターンもあります。

そしてまた、緊急の場合には、国から指

示を出して、それを受けて県がやって、そ

してそれを受けてさらに市がやるという、

ちょっと伝言ゲーム的になっていますけれ

ども、緊急の場合には、こういうことをし

ている暇もありませんので、県とか市町村

が独自に避難の指示を出すということもあ

。 、 、ります 従って 国からの指示がなくても

県の方、市の方は怯むことなく住民の方の

安全を守るために、怯むことなく独自の避

難の指示、これは法律上、退避の指示とい

って少し区別するんですが、そういったも

のを出して、しっかり住民の皆さんの安全

を守っていただきたいというふうに思って

おります （次、お願いします）。

、 、次に ３番目の救援でございますけれども

、 、これもまた国から 救援やってくださいと

県の方に国が指示を出します。指示を出す

、 、んですが これも若干形式的な指示でして

実は緊急の時には国の指示がなくても、県

は救援を実施可能ですので、危ないと思っ

たら、必要だと思ったら、すぐに県の方は

救援を始めていただきたいというふうに我

々は思っています。

具体的には、ここにどんなことをするか

というのが載っていますけれども、収容施

設の設置、食品・飲料水の提供、生活必需

品の提供・医療の提供と。収容施設という

となんか物騒な感じがしますけれども、要

するに避難所のことです。避難所を設置し

て、そこに体育館とか公民館とか、そうい

うところに集まっていただいて、とりあえ

ず安全をそこでしのぐといったようなこと

になります。

そして、市町村の方は、県が行う救援活

動に対して支援をしていただくと。そして

また、県が市町村の方にこの救援活動を委

任するということもございますので、その

場合には市町村の方はこの仕事そのものを

行うということもあります （次、お願い。

します）

次が４番目の災害への対応ということで

すけれども、これはいろんなものがありま

す。１つは、ダムや発電所とか、そういっ

た重要施設の警備強化。次に、サリンとか

そういった有害物質がまかれちゃったとき

には、それを除染しないといつまでたって

も危ないですから、それを除染するという

ことを、主に警察とか消防の方が中心にな

ると思いますが、もしくは自衛隊の方です

ね、そういった方が、そういう除染活動を

おこなうと。

そして、次に、危ない地域には入らない

でくださいという、我々警戒区域と呼ぶん

ですけれども、その危ないところを指定し

て、ここの中には入らないでくださいとい

うようなこともやります。

そして、最後は分かりやすいですが、爆

弾とかで火がついてしまえば、それを消さ

なきゃいけませんから消火活動、消防活動

を行うといったことが災害への対応として

考えているものです。この他にもいろいろ

細かいのがあるんですが、大雑把にだいた

いこの４つぐらいがあるというようなこと

を憶えていただければいいと思います。
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こういった仕事を警察、消防、自衛隊、

そういった方が役割分担しながら対応して

いくということになっております （次お。

願いします ）。

最後に、５番目の生活基盤の確保という

ことですけれども、これは先ほどちょっと

申し上げましたけれども、例え武力攻撃災

害が起きても、皆さんには日々の生活があ

るわけですから、私にも当然日々の生活も

ありますので、当然、電気とガスが止まっ

ちゃ困りますし、輸送機関も全然動かない

と。道路も壊れて動けないといった状況じ

ゃ困りますので、その電気とかガス事業を

やってらっしゃる民間企業の方とか、ある

いは運送事業をやってらっしゃる海運会社

の方とか、そういった方については、ぜひ

武力攻撃災害が起きても、そういった活動

をぜひやっていただきたいということがご

ざいまして、そういった公益的な事業をや

ってらっしゃる民間企業の方は、既に国か

ら指定公共機関として指定されている。も

しくは県から指定地方公共機関として指定

されておりまして、そういった方を中心に

武力攻撃災害において、災害が発生した時

にでも、電気とかガスや運送関係の仕事が

ちゃんとうまくいくように、ちゃんと必要

な措置をやっていただくと。電気・ガス・

電線が途切れてしまえば電線を復旧され

る。そういったことをやっていただくと。

あとは、必要物資を運ばなきゃいけないん

であれば、必要な物資を海運会社の方とか

に運んでいただくと。

そして、ここには載っていませんけれど

も、道路の管理とかは、皆さんご存じのと

おり県や市町村の方がやってらっしゃいま

すので、道路が壊れたら、その道路を管理

者である県や市の方に直してもらうと。そ

して、運送従事者の方がその上をちゃんと

通れるようにするといったようなことをす

ることになっています。これが生活基盤の

確保というような仕事の内容です （次、。

お願いします）

今、５つの国民保護の仕事をご説明した

んですけれども、最初に私が冒頭申し上げ

たとおり、国民保護の仕事というのは非常

に大きな仕事で、全省庁一丸となってやら

なきゃいけないと申し上げましたけれど

も、そういう非常に大きな仕事であるとい

うことで、行政だけではやりきれない場合

も出てまいります。そういったときには、

国民の皆さんに、ぜひ協力をお願いすると

いうこともございます。

どういったお願いがあるかということな

んですけれども、１つ目が、住民の方が避

難していくときの誘導のお手伝いをお願い

することがあります。

２つ目が、救援ですね、救護所とか避難

所とかで食糧の食べ物を配ったりとか、そ

ういったことについてお手伝いをお願いす

ることがあると思います。

そして、３番目が、病原菌とかがまかれ

たりしたときには、皆さんに健康診断を受

けてもらったりしなきゃいけないものです

から、そういったときに健康診断を受けて

くださいというパンフレットを街頭で配っ

て、皆さんの協力を呼びかけるというのが

あるんですが、そういったときに、そのチ

ラシをまいたりするのをお手伝いいただく

といったようなことが考えられます。

そして、４番目ですが、国民保護につい
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てはそれ専用の訓練が既に今全国でいろん

なところで行われているんですけれども、

そういった訓練に、ぜひ参加をしてくださ

いというお願いをさせていただくことがあ

ります。そういうときには、ぜひご協力い

ただきたいというふうに考えています。

ただ、このお願いについては、これはあ

くまでお願いですので、これは強制ではあ

りません。法律上もこれは強制できないと

いうことになっていますので、我々からそ

れを義務付けるということはございませ

ん。ただ、やはり武力攻撃事態、そういう

極限的状況においては、やはり皆さんのご

協力なくしては国民の方の安全を守ること

は難しいと我々思ってますので、もしこう

いったお願いを私ども、もしくは県の方、

市町村の方からお願いさせていただくとき

には、ぜひご協力いただきたいというふう

に我々としては期待をしているところであ

ります （次、お願いします）。

今申し上げた国民保護に関するいろんな

仕組みございますけれども、こういったも

のは法律とか計画の中で全て定められてい

ます。ちょっとややこしい話なんですが、

法律としては国で事態対処法とかいうもの

とか、国民保護法というそういう法律があ

って、その法律に基づいて、国が国民の保

護に関する基本指針という大方針を決めて

います。それに基づいて、指定行政機関、

要するにそれぞれの省庁ですね、総務省と

か、財務省とかそういうところですね。あ

と都道府県、そしてさっきちょっと出てき

ました電気事業とか、ガス事業をやってら

っしゃる指定公共機関の方、こういった方

は既に計画を現時点で既に全部策定済みで

す。

そして、さらに県の計画に基づいて、市

町村の方、そして指定地方公共機関の方、

そういった方も今現在計画策定に鋭意取り

組んでいらっしゃると思いますけれども、

政府としては、今年度を目途に、ぜひ作成

を終えていただきたいというふうに期待を

しているところであります （次、お願い。

します）

国民保護について詳しい情報等は、先ほ

どの法律とか計画を見れば非常に詳しく載

っているんですが、あれを読むのは正直非

常に骨が折れると思いますので、もしとり

あえずアウトラインをもうちょっと詳しく

知りたいというふうに思われた方は、内閣

官房の方で 「国民保護ポータルサイト」、

というのをつくっています。どんな検索サ

イトでも結構ですので、国民保護と入れて

検索していただければ、だいたい上の方に

出てくると思いますけれども、そのサイト

を見ていただければ、今私が申し上げた内

容のもうちょっと詳しいものが載っており

ます。お時間があるときに、ぜひ見ていた

だきたいと思います。

特に、ここらへんに「武力攻撃やテロか

ら身を守るために」という参考資料の下あ

たりに、そういうコーナーがあるんですけ

れども、このコーナーでは、ミサイルが飛

んできたときどうすればいいんでしょう

か、という非常に素朴な疑問に対して、我

々がお答えするような感じになっていまし

て、そういう困った時にどうすればいいの

かといったようなことが、まとめられた資

料がここに入っておりますので、ぜひイン

ターネットが見れる方は、ぜひ一度覗いて
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。（ 、いただきたいというふうに思います 次

お願いします）

いろいろと申し上げてきましたけれど

も、国民保護というものは、繰り返しにな

りますが、政府や県や市町村だけでどうに

かなるものではないというものです。当然

我々も全力を尽くして国民の皆様を守って

いきたいというふうに考えておりますけれ

ども、やはり国民の皆様の、そのためにや

はり国民の皆様方のご協力とご理解がない

とうまく進めていけないんじゃないかと思

っておりますので、今日のこのフォーラム

を一つの機会として、国民保護についての

理解を深めていただければというふうに期

待をしているところでございます。

、 、私の説明は 以上でございますけれども

今日のいろいろこれから特別講演とかあり

ますけれども、これが一つのきっかけにな

って、国民保護についてのご理解を深めて

いただきたいというふうに思っておりま

。 。す ご清聴どうもありがとうございました
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○ 司会

水野参事官補佐、ありがとうございまし

た。

それでは、続きまして、今年３月に県が

作成いたしました沖縄県国民保護計画につ

いて、沖縄県知事公室防災危機管理課長の

新里栄治よりご説明申し上げます。

それでは、新里課長、よろしくお願いい

たします。

「 沖 縄 県 国 民 保 護 計 画 に つ い て 」

○ 沖縄県防災危機管理課長 新里 栄治

皆さん、こんばんは。ただいまご紹介い

ただきました沖縄県防災危機管理課長の新

里といいます。私の方からは、沖縄県国民

保護計画について説明させていただきま

す。

１ページお願いします。沖縄県国民保護

計画の基本的な考え方ということで２点ほ

ど掲げております。まず、現状と課題、１

、 、点目ですけれども 沖縄県は南北約400㎞

東西約1,000㎞の広大な海域に散在する39

の有人離島を含む160の島々から構成され

ております。このことから、各島の輸送手

段は、陸路は絶たれておりますので空路と

海路のみとなっております。当然、空港や

港湾の規模により機材の利用制限がござい

ます。このことから島外への避難、あるい

は食糧等の物資や医療の確保が１つの課題

となっております。

それから２点目、沖縄県には県土面積の

約１割を占める米軍基地が存在しておりま

す。そのことから米軍基地周辺の住民、そ

れから基地内に勤務する日本人従業員等の

方々の避難、こういった方々の国民保護措

置の的確かつ迅速な対策が課題となってお

ります。

このような現状を踏まえまして、離島や

基地周辺住民の武力攻撃事態等への対処に

ついて記述されているのが沖縄県国民保護

計画の１つの特徴ではないかと考えており

ます。

次お願いします。

沖縄県国民保護計画の構成ですけれど

も、第１編から第５編で構成されておりま

す。それぞれについて、これから主なもの

を説明させていただきます （次、お願い。

します）

国民保護措置を的確かつ迅速に実施する

にあたり、特に留意すべき事項ということ

で基本方針を定めております。１から９ま

で掲げております。

基本的人権の尊重。国民の権利利益の迅

速な救済。国民に対する情報提供。それか

ら関係機関相互の連携協力の確保。国民の

協力。これは先ほどもお話がありましたけ

れども、また後ほど説明いたします。それ

から指定公共機関及び指定地方公共機関の

自主性の尊重その他特別な配慮。それから

高齢者、障害者、それから外国人等への配

慮。それから国際人道法の的確な手続きの

下に行う実施ですね。それから国民保護措

置に従事する者等の安全の確保。それから

地域特性への配慮。という９点を掲げてお

ります （次、お願いします）。

先ほどお話しました国民の協力ですけれ

ども、国民保護法によりますと、国民の保

護のための措置の実施に関し協力を要請さ

れたときは、必要な協力をするよう努める

ということになっておりますけれども、国
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民保護法では、その国民に協力を要請でき

る内容を限定しております。ここに掲げて

おります４点です。

、 、要請できる内容としましては まず１点

、 。 、避難住民の誘導 救援 それから消火活動

負傷者の搬送、被災者の救助、その他の武

力攻撃災害への対処に関する措置。それか

ら保健衛生の確保。それから避難に関する

訓練への参加です。この４点です。

そして、当然、要請を行う場合には、安

全の確保に十分配慮すると。そして、協力

に応ずるか否かは任意ですと。これは義務

とはしませんと。そして、要請に基づく協

力により、国民が死亡・あるは負傷した場

合には、その損害を補償するということに

なっております （次、お願いします）。

第２編ですけれども、これは沖縄県が国

民保護措置を的確かつ迅速に実施するため

に平素から、常日頃から次のような整備を

行うということで、２ページにわたります

けれども掲げております。まず県における

組織体制の整備です。これは職員の参集基

準とか、初動体制の確立、交替制勤務等の

確保、こういったのを体制の整備というこ

とで掲げております。

、 、それから 関係機関との連携体制の整備

国、市町村、他の都道府県、それから指定

公共機関等、そういった方々との連携を図

っていくと。そして、この方々で定めてい

る国民保護計画、あるいは国民保護業務計

画の食い違いはないか、整合性が保たれて

いるかということの整備、確認。

それから非常通信体制の整備など通信の

。 、 、 、 、確保 通信体制は 地上系 衛星系 有線

無線、こういった複雑な多ルート化を図っ

ていくと。そして、停電した場合には非常

用電源の確保ができるようにということで

す。

それから情報収集・提供等の体制整備。

これも国民保護措置の情報を国民に提供す

るとか、あるいは避難警報等の通知体制が

きちんとなっているかどうか、そこらへん

の体制整備を図っていくと。

それから、避難及び救援に必要な基礎的

資料の準備。輸送力とか、避難施設、そう

いったものをリスト等の基礎的資料を整備

していくということです （次、お願いし。

ます）

これは平素からの備えや予防（その２）

ですけれども、医療体制の確立、これなＮ

ＢＣ攻撃というのがありますけれども、Ｎ

というのは核攻撃です。Ｂというのは生物

兵器、Ｃというのは化学兵器のことです。

こういった攻撃があった場合に医療体制が

確保されるかどうか、それから医師が確保

されるかどうか、そこらへんを事前に調べ

ておくということです。医師等の派遣につ

いても関係機関と調整して、きちんと派遣

ができるような体制を整えておくというこ

とが医療体制の確立です。

それから運送事業者の輸送力等の把握。

輸送力といいますのは、バス、航路、船舶

ありますけれども、そういったものについ

ての事前の把握、どういったのがあるかと

いうのを十分把握して、実際に輸送力が必

要となった場合にはそれをつかっていくと

いうことです。

それから生活関連等施設の把握及び安全

確保の留意点の周知等。生活関連等施設と

いいますのは電気、ガス、水道、あるいは
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飛行場、危険物、ガス等ですね、こういっ

たものがどこにあるかというのを把握して

いくと。その管理者に対して、日頃の安全

確保をお願いすると。それから連絡体制、

この確保も図っていくということです。

それから警報の伝達、住民の避難等国民

保護措置に関する訓練の実施。それは文字

通り日頃から訓練の実施をやっていて、い

ざ事が起こった場合にはスムーズにそれを

実施していくということです。

それから救援に必要な物資等の備蓄。こ

れもよくお分かりのとおり、救援に必要に

なった場合の物資を日頃から備蓄しておく

ということです。

それから広報誌、インターネット等を活

用した国民保護措置に関する周知を図って

。（ 、 ）いくということです 次 お願いします

武力攻撃事態等への対処ということで、

先ほども国の方から説明があったんですけ

れども、国の方から警報の発令が出されま

すと、県の方に出されますと、これを県は

市町村長、あるいは放送事業者の方に通知

をいたします。それで放送事業者の方から

放送していただくと。そして市町村長の方

から住民の方々に対して、それを通知して

いただくということになります （次、お。

願いします）

緊急通報の発令です。先ほどと、どう違

うかといいますと、先ほどのものは国から

の指示があった場合です。これは国の指示

がないんだけれども、知事として必要だと

いう判断に立った場合には、緊急通報を発

生するということです （次、お願いしま。

す）

避難の指示ですね。これも国の方から避

難の指示が県知事の方にございます。これ

を受けまして県知事は市町村長、あるいは

放送事業者の方に通知をいたしまして、そ

れぞれ放送事業者は放送をしていただく

と。それから、市町村長は住民の方々を避

難誘導していただくということになりま

す （次、お願いします）。

避難の指示です。こういったかたちで避

難指示をするということです （次、お願。

いします）

避難の指示における地域特性の配慮です

けれども、沖縄県は、先ほども申し上げま

した米軍基地周辺の住民についての避難が

非常に重要だということがまず１点。それ

から都市部における住民避難、都市部は人

口が多いですから一気には避難させること

はできませんので、徐々に避難をさせてい

くと。それから観光客、観光立県の沖縄県

ですけれども、この方々の避難については

観光団体と連携をして避難をさせるという

ことです。離島における住民の避難につい

ては、後ほど説明いたします （次、お願。

いします）

、 、これは救援ですね 収容施設の供与から

10番目の土石、竹木等、日常生活に著しい

支障を及ぼしているものの除去、こういっ

たものが救援の内容となっております。

（次、お願いします）

安否情報の収集及び提供ですけれども、

これはやっぱり家族、友人、知人等がどう

なっているかというのは非常に気になると

ころでありますので、この収集を市町村の

、 、 、方で 下の方にありますとおり 避難施設

あるいは住民、あるいは警察、消防の方か

らそういった収集をしていくと。これを市
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町村長の方でまとめて、住民の方に照会が

あれば回答していくと。そして、市町村は

県の方、県は国の方へということで、それ

ぞれ都道府県、国の方でも国民に対して回

答していくということです （次、お願い。

します）

これは武力攻撃事態等への対処ですけれ

ども、電気、ガス、水道、危険物、高圧ガ

ス、ダム等ですね、こういった施設につい

ては管理者に対して安全確保の措置をお願

いするというのと、危険であれば立入制限

区域の指定をすると、沖縄県知事が。それ

から危険物資等については、必要があれば

使用停止の措置を図っていくということで

す。

それから、武力攻撃原子力災害及びＮＢ

Ｃ攻撃、こういった災害への対処等につい

ては、国が定めます防災基本計画に則って

措置をしていくということです。

それから、応急措置等です。ここにあり

ますとおり退避の指示とか、あるいは警戒

区域の設定、それから応急の公用負担等が

ございます （次、お願いします）。

離島における住民の避難です。上の方が

本島の離島です。まず島内に避難していた

だくと。それが難しければ、港、空港、要

するに船と飛行機を使って沖縄本島に避難

すると。それでも厳しければ県外に避難す

るということです。

それから下の方は宮古・八重山の方です

、 。けれども まず島内に避難していただくと

それでも難しければ石垣島、宮古島の方に

。 、避難すると それでも厳しければ沖縄本島

それでも厳しければ県外と、そういうかた

ちの住民避難になります （次、お願いし。

ます）

これは離島における救援ですけれども、

ここにありますとおり医療体制、物資の運

送等で特に離島における救援については手

厚く記載をしているところであります。

（次、お願いします）

これは復旧等ですけれども、応急の復旧

ということで、県が管理するいろんな施設

がございますけれども、これのライフライ

ン施設等の応急の復旧を図っていくという

ことです。それから下の方の国民保護措置

に要した費用の支弁等というのがございま

すが、これは基本的にこういった国民保護

措置に要する経費は国の負担です。100％

です。この分についてもし県が支払ってお

れば、国に対して請求をしていくというの

がその内容となっております （次、お願。

いします）

これは武力攻撃事態ではないんですが、

、 、テロとか範囲が限定されるんですが 普通

武力攻撃等があった場合には全国的に警報

というのは発生されるわけです。ところが

緊急対処事態、範囲を限定したそういった

緊急対処事態につきましては、範囲が限定

、 、されますので 警報等は全国的じゃなくて

その限定されたところに警報というのは発

令をされると。それが例外的な措置で、あ

とは全部武力攻撃事態に準じて対応します

というのが内容となっております。

以上が、短い時間でかなりスピードを上

げて説明したんですけれども、県のホーム

ページの方に、この国民保護計画というの

を全部掲載しておりますので、それをご覧

になっていただければ、県の国民保護計画

の内容が十分分かると思います。メールア
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ドレスについても、そこにありますので、

みなさん方の積極的な意見を、ぜひ募りた

いと思いますので、ご協力をお願いしたい

と思います。長い間ご清聴ありがとうござ

いました。
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○ 司会

新里課長、ありがとうございました。

それでは、基調講演 「国民保護の仕組、

み」と「県の国民保護計画について」ご説

明したわけですけれども、なかなか限られ

た時間での説明でしたので、皆さん、もし

疑問点など残っていましたら、最後に質疑

。 、応答の時間を設けております その際また

水野さんも新里課長も再度登場いたします

ので、ぜひご質問ぶつけていただければと

思います。

それでは、お待たせいたしました。続き

まして、特別講演を始めさせていただきま

す。演題は「 住民の安全保障』をみずか『

ら担う、その希望について 。講師は株式」

会社独立総合研究所代表取締役社長兼首席

研究員の青山繁晴さんです。青山さんは昭

和27年神戸市のお生まれ。早稲田大学政経

学部ご卒業後、共同通信社で事件記者、経

済記者、政治記者として勤められ、ペルー

事件でリマに特派された後に依願退社。そ

の後、三菱総合研究所の研究員として迎え

られました。そして、2002年春、日本で初

めての独立系シンクタンクとして独立総合

研究所を創立。代表取締役社長兼首席研究

員にご就任されました。現在は、講演や執

筆活動の他 「たけしのテレビタックル」、

など様々なテレビ番組に出演されるなど、

たいへん幅広く活躍していらっしゃいま

す。

それでは皆様、どうぞ大きな拍手でお迎

えください。青山繁晴さんです。

特 別 講 演

「 住民の安全保障』をみずから担う、そ『

の希望について」

○ 独立総合研究所代表取締役社長兼首席

研究員 青山 繁晴

皆さん、こんばんは。今日この舞台に上

がって皆さんを拝見して、一つたいへん驚

いているのは、本当に多くの方にお出でい

ただきました。実は今日昼間、この石垣で

は金曜日というのは飲みデーで、時間帯か

らいってみんな飲みに行っているだろうか

ら10人ぐらいかもしれないということを実

は県の人から聞いていましたから、僕はそ

れでもいいと思ってきたんですけれども、

こういう時間帯にも関わりませず、皆さん

本来ならヒージャーを食べて、ちょうど今

泡盛を飲んでいるところではないかと思い

ますが、その中をよく来ていただいたと思

います。

国民保護法について賛成の立場の方も反

対の立場の方も来られていると思いますけ

れど、立場の違いは別として、まずは関心

もっていただいて、こうやって集まってい

ただいたことに、まず感謝したいと思いま

す。

皆さんお手元にレジュメがあると思うん

です。その袋の中に入っています。そのレ

ジュメに従ってお話をしていきたいと思う

んですけれど、その前にまず、私の沖縄と

の関わりについて一つお話したいと思いま

す。

実はこの沖縄県で国民保護フォーラムが

行われたのは去年の７月27日、だからだい

たい１年前が初めてでした。その時は那覇

だけでやりまして、今年は那覇に加えてこ

うやって昨日は宮古島、今日は石垣に来て

いるわけです。
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去年の夏に那覇に参りましたとき、私に

とっては実は26年振りに自分が今まで沖縄

について考えてきたこと、あるいは極ささ

やかなりに取り組んできたことが、ようや

く一つ形になり始めたと思ったんです。と

いいますのは、27年前、ちょうど僕が共同

通信という報道機関に入った年です。４月

に新人記者になりまして、最初の夏休みに

この沖縄を選んできました。どうして選ん

だかというと、記者になった以上は沖縄の

南部戦跡というものを自分の足で歩きたい

と思ったからです。

当時まだ今よりも個人タクシーさんの料

金安かったですから、個人タクシーさんお

願いして南部戦跡を回りました。その時は

まだ平和の礎も摩文仁の丘になくて、この

中で年代によっては古い記念館を憶えてら

っしゃると思いますが、まだそれだけがあ

った時代です。そうやって南部戦跡を回っ

ているときに、その時の個人タクシーの運

転手さん、実はちょうど今の僕ぐらいの年

代だと思いますね、50代の前半。その運転

手さんが、だんだん気持ちほぐれて話して

いるうちに 「青山さんあなた新人記者、、

つまりこれから10年も20年も記者をやって

いく人だったら話は別だと。観光客誰でも

、 、来るこの南部戦跡 ひめゆりの塔も含めて

それだけを見るんじゃなくて、もう一箇所

」 、見てほしいところがある と言われまして

この南部戦跡にも近い白梅の塔に連れて行

っていただいたんです。

皆さんにお話するのは、地元の方にお話

するのはある意味僭越なんですけれども、

あえて僕から申しますと、ひめゆりの塔は

２回も映画になりまして、本土でもたいへ

ん有名です。ひめゆりの塔は皆さんご承知

のとおり沖縄の第一高等女学校の女生徒た

ちと師範学校の生徒たちが旧軍の間違いに

よって15、16歳、あるいは14歳で命を落と

した場所ですね。それなら僕も知ってまし

た。運転手さんがまずひめゆりの塔に行っ

て、観光客と一緒にそこを見てから、白梅

の塔、白い梅ですね、そこは沖縄の第二高

等女学校の女生徒たちが、やはり旧軍の兵

士達と一緒にそこで自決に追い込まれた壕

がある場所です。

今はこの白梅の塔、随分生き残った方の

努力を中心に整備されて、塔も前よりずっ

と高くなって、周りも随分きれいに整備さ

れたんですけど、27年前の白梅の塔は、実

はその塔の後ろに運転手さんが回りまし

て、僕その後を着いていきますと、その塔

の裏側に鉄の蓋、ちょうどこれぐらいの鉄

の蓋がありまして、もうちょっと大きいで

すね、これぐらいの鉄の蓋がありまして、

鍵も何もかかってないんです。その鉄の蓋

を運転手さんが迷わずパッと開きました。

27年間忘れた時ないんですけれど、その中

に真っ白な、最初は真っ白としか分からな

かった、真っ白な太ももの骨や腕の骨、そ

れからよく見たら頭蓋骨。僕はれから27年

生きてきたわけですけれど、あんなに白い

もの見たことないです。それはひょっとし

たら記憶の中でだんだん前より白くなった

のかもしれないけれども、人間の骨がああ

いうふうにうず高く詰まっているのももち

ろん見たことないです。

その時にその運転手さんは、ほとんど何

もおっしゃいませんでした。ただその骨を

僕に見せただけですが、僕は見た以上は責
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任をたいへん感じました。すなわち、沖縄

戦の悲劇というものを、僕もそれまで記者

になるまでもいくらかは知っていました。

けれども、あのお骨を見た以上は、僕があ

、 、の年代に この沖縄に生まれていたならば

同じようにあの骨となってあそこにいただ

ろうと思うんです。

この白梅の塔は、僕は27年間ずっとお参

りしてきまして、実は他にお参りする人の

姿を見るようになったのは、このまだ３、

４年なんですね。これは皆さんに申して恐

縮なんですけれど、沖縄においてもさほど

知られてなかった時代が長くありました。

一つは、沖縄の第二高等女学校だったとい

うことがあるかもしれません。いずれにし

ても最近はお参りする人を見るようになり

ました。

観光地になってないだけに、例えば自決

壕、僕と考え方は全く違うんだけど、実は

心の友達である糸数慶子参院議員と、わり

、 。と最近 自決壕に一緒に下まで降りました

今もものすごい霊気が漂っていて、皆さん

いきなりこんな余談の話で恐縮なんですけ

れど、実はその時から、いったいどうして

こういう沖縄戦の悲劇が起きたのかという

ことを僕なりに仕事にしなきゃいけないと

思っていました。

例えば、広島、長崎でも、皆さんご承知

のようにアメリカ軍の戦争犯罪によって30

万人の方が亡くなったんですけれども、し

かし、広島、長崎の悲劇というのは、あく

までアメリカ軍が起こした悲劇であります

けれど、沖縄戦の悲劇はアメリカ軍の火炎

放射器によって焼かれた女生徒もいるけれ

ども、自国の軍隊が自国民を殺害したとい

う意味では、僕はその後、こういう安全保

障の仕事を、いわばずっと仕事にしてきた

わけですけれども、世界中でみないです。

この日本の沖縄だけで起きた悲劇です。そ

れは一体なぜだろうということが僕の大き

な重いテーマの一つになりました。

それが今日お話する大事なポイントで、

今から少しずつお話していきたいと思うん

ですけれども、私の考えとしては、この国

民保護法制というのは、日本国というもの

がようやくその問題に取り組み始めた最初

だと思っています。ですから、この法律が

今全部いいわけじゃない。直さなきゃいけ

ないところもあるし、それから、例えば訓

練なら訓練をしながら、あくまで地域住民

の立場から見直さなきゃいけないところも

あると思っています。

その上で、皆さんもお手元にレジュメ出

していただいたと思うんですけれども、ち

ょっとこのレジュメの表紙を見ていただき

まして、表紙の一番上のところに、私が今

社長を務めてます独立総合研究所と書いて

います。私がどういう立場でここにいるか

ということをやっぱり皆さんに一言いって

おかねばならないと思うんですね。

今、県の方から、司会の新田さんから、

詳しい紹介もいただいたんですけれど、こ

の独立総合研究所というのはシンクタンク

です。シンクタンクって何の仕事だろうと

思われる人も多いと思うんですが、要は民

間人、あくまでも純粋な民間人として知恵

を出して、政府や自治体の仕事に連携すべ

きは連携し、批判すべきは批判するという

のが仕事です。この独立総合研究所という

のは一言でいうと、紐付きじゃないという
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ことです。如何なる支援も如何なる補助も

未来永劫受けません。

実は日本のシンクタンクというのは、あ

えて申せば、僕が前にいた三菱総合研究所

は旧財閥の支援を受けてますし、野村総合

研究所は証券会社の支援を受けているわけ

です。それである限り、真っ直ぐ真ん中か

ら公平に政府や自治体の仕事に対して知恵

を出すことは僕はできないと思います。思

うというんじゃなくて、今までの自分の仕

事からそれを感じましたから、紐の付かな

い民間の知恵として、今この仕事をしてお

ります。

一つだけ付け加えると経済産業大臣の公

式のアドバイザーというものをしておりま

す。法律に則った仕事なんですけれど、報

酬は返上しています。それはいわば当然の

ことであって、報酬を返上する代わりに、

国に対してもいうべき事はいう、それが私

と独立総合研究所の23人の研究員の立場な

んです。ですから今日のフォーラムも県の

主催で国の講演ですけれども、このへんは

おかしいというところは後で指摘いたした

いと思います。

このレジュメ、ちょっと下の方を見てい

、 。ただきますと 今日のタイトルがあります

そのタイトルの中に 「希望」という言葉、

があります。ゆっくりと話していきたいん

ですけれども、この国民保護法制というも

の、今までの内閣の方、あるいは県の説明

の方からは、もう日本がすぐ戦争になるよ

うな感じの言葉も出たと思います。今の石

垣は平和な島ですから、違和感がやっぱり

あると思うんですね。その中で国民保護法

制を考えるときに、実は私たちの、私たち

という意味は、この国の主人公はあくまで

。 、私たちです この国の主人公である主権者

納税者、普通の国民が、実は希望を感じら

れることが、僕は新たにあると思っていま

す。そのことについてお話したいと思いま

す。

皆さん恐縮ですけれど、レジュメをちょ

っとめくっていただいて、表紙の裏のとこ

ろにいろいろ原則を書いていますが、それ

は後で読んでください。後で読んでいただ

いて、ただ１点だけ、表紙の裏のところの

真ん中のへんにアンダーラインを引いてい

るところの真ん中のあたりに、双方向で行

うと書いてあります。双方向で行うって言

葉固いですけれど、これは平たく言うと、

皆さんに時々問いかけながらお話をいたし

。 。たいと思います 最前列の方とは限らない

これどうしてかと言いますと、いろんな

講演を皆さん聞かれたことあると思うんで

すけれど、東京から飛行機に乗ってきてや

ってき、この高い演台から一方的に話をし

て、はい終わりました、帰りますという講

演も人によってはあると思います。他人の

ことを批判はいたしませんが、しかし僕は

。 、それをしたくないんです といいますのは

今日僕がお話する話というのは、一つの問

題提起であって、一つのきっかけです。結

論じゃなくて、これがみんなで一緒に考え

る始まりです。なぜかというと、僕は政治

家でもなければ役人でもありませんから。

皆さんと同じ立場の国民ですから。みんな

で一緒に考え出すきっかけにすぎないで

す。ということは、僕が勝手に一方的にし

ゃべって終わりじゃなくて、大事なところ

は時々皆さんと考えながら、しかもそれは
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どうしてかというと、一番僕が皆さんに期

待したいのは、ちょっとまた、これも僭越

な言い方なんですけれど、自分の頭で自立

して考えられる国民に私たちがなりたいと

思うからです。

例えば、地域を守るとか、あるいは国を

守る、国民の安全や安心を守るということ

、 、については ずっとこの国では御上の仕事

中央で決めて、それを例えば自治体、県も

石垣市も、昨日やった宮古島市も中央が決

めたことを守ればいいんだと、従えばいい

んだと、みんな御上のやることだというこ

とでずっとやってきましたが、しかし、そ

うではなくて私たちが自分でやれるところ

はやりたい。むしろ御上にやらせるんじゃ

なくて、僕たちが自分の地域を守りたいと

思うんです。そのためには、一人ひとりが

自分の頭で自立して考え、行動することが

基本になるのじゃないかなと思っていま

。 、す そのためにはやっぱり皆さんと一緒に

実は８時55分までですから、もう１時間ち

ょっとしかないんですけれど、でもやっぱ

り短い時間の中でも皆さんと一緒に進めた

いと思うんです。

今日、最初の話題は、今日のフォーラム

はもちろん国民保護フォーラムで、今政府

からも県からも国民保護法というものの説

明があったわけです。しかし皆さんとまず

一緒に考えたいのは、ちょっと変だなとい

。 、うことが１点あるんです といいますのは

この国民保護法というのは、今日は狭いか

ら後ろの人見えますね。平成16年の９月か

ら施行せれました。もう２年近くになるわ

けです。２年近くになるけれども、国民保

護法という法律は、それまで日本の歴史で

戦前も戦後も関係なく一度もできたこと、

あったことありません。

でも僕らの国家というのは、2000年の歴

史があります。僕はアメリカで仕事するこ

と多いですけれど、アメリカ人には僕らの

日本は2600年でアメリカは230年だと言っ

てるんですけれど、それはだいぶ誇張があ

って、2600年というのは古事記とか日本書

紀の話であって、神話の部分がありますけ

れど、神話の600年を除いても、実際に200

0年の歴史がこの国にはあるわけです。そ

れなのに、国民保護法が初めて出来たのは

わずか２年前です。これどこかおかしくな

いですか。若い人いかがですか。

Ａ：おかしくないと思います。

誘導尋問してるんじゃなくて、一応、ヒ

ントを申し上げたつもりなんです。じゃあ

質問を変えます。僕らのこの国、日本国は

2000年国やってきたんでしょう。しかも世

界の例外です。というのはほぼ同じ地域で

ね。それから、例えば皇室についてもずっ

とほぼ一体系できて、実は社会体制もほと

んど変わってませんね。良くも悪くも役人

中心ですね。要は、世界の例外で2000年も

国やってきた。じゃあその国家というもの

の最大の仕事は何ですか。もう一回。国家

の最大の仕事。そんなの一個しかないでし

ょう。若い人にはちょっと聞き方が厳しく

なる。何ですか。国の仕事は最終的には一

つしかないでしょう。何ですか。

Ａ：外部から独立すること。
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外部から独立すること。その答えは僕は

個人的には好きですが、それは国家の仕事

というよりも国家の在り方の問題ですね。

でもなかなかいい答えだと思いますけれど

も。

もう１人若い人。この暑いのにネクタイ

をわざわざしてくれてる人。国の仕事とい

うのは、本当はただ一つでしょう、何です

か。

Ｂ：国民を守ること。

その通りですね。もう一回言いますが、

僕らのこの国は2000年国家やってるんです

ね。なのに、国民を保護するという法律は

たった２年前にできたというのは、これは

どういうことですか。まともに考えたらこ

れおかしいですね。

、 、実は この国民保護法を作り始めた頃に

政府の関係者から、一番最初に僕に相談が

あったとき、そのときまだ僕は三菱総合研

究所の研究員だったですけれど、同じこと

を政府の人に言ったんです。皆さんにだけ

言ってるんじゃなくてですね。そのことを

考えるために、前の戦争のこと、沖縄戦に

いく前に、沖縄戦のことももちろん話した

いんですが、沖縄戦にいく前に、前の戦争

のことを思い出してください。

今日は若い人も随分いらっしゃいますけ

れども、若くても知っているのは、あなた

もきっと知っているのは、前の戦争という

のは基本的にはドイツと日本がアメリカな

ど連合国の敵になって、アメリカからたく

さん爆弾を落とされたわけですね。さっき

原子爆弾のことを戦争犯罪とはっきり言い

ましたが、この空襲だって戦争犯罪です。

例えば、東京大空襲、仕事で東京へ行かれ

る方多いと思いますが、東京大空襲は1945

年の３月、たった一晩でほぼ10万人を殺し

たんです。その10万人のほとんどは闘わな

い高齢な方や女性や、あるいは赤ちゃんだ

ったわけです。戦争に勝ったから戦争犯罪

にならないだけであって、僕がさっき言い

ましたように、アメリカと仕事をしていま

すけれど、毎回毎回ワシントンへ行くたび

にこの話はしているんです。なぜかという

と、アメリカ政府にもだんだん若い人が増

えてきたから、彼らにはこのことを分かっ

てほしいので、でも全然分かってくれませ

んけれどもね。

ちょっと話戻しますと、ドイツも同じよ

うにアメリカからたくさんの爆弾を落とさ

れました。その時、今の話はまず原子爆弾

２個はまず除きます。広島に１個、長崎に

１個落とされました。それを除いて、沖縄

を含めて広島や長崎以外の日本の各地、そ

れからドイツの全土には、通常爆弾という

ものが落とされましたね。その通常爆弾、

ドイツと日本どっちがたくさん落とされた

と思いますか。

あなたは不利なことに名札が付いてい

。 。 。る 東さんどうですか 単なるクイズです

東：量的に落とされた数ですか。

青山：純粋に量です。

因みに言うと、この根拠はもちろん推測

で言ってるんじゃなくて、爆弾を落とした

側のアメリカ陸軍航空隊が非常に緻密な記

録を取ってて、本当に緻密な記録です。ワ
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シントンのアメリカ公文書館にあります。

誰でも見られます。もちろん英文ですけれ

ど、興味あったら、ぜひ見てください。そ

こに日本とドイツの頭の上に落とした爆弾

量の比較が明記されています。

東：日本。

青山：日本の方が多かった。

実は僕もその記録を自分で見るまでは、

そう思ってたんですよ。僕がその記録を見

た最初のきっかけは、アメリカの今の現役

の将軍と話してる時に、いや全然違うんだ

という話が出たので、その公文書館で確認

したんです。今、日本という答え出ました

が、僕がこういうふうに言ってるというこ

とは、おそらく違うということですね。東

さん、もう一回。日本じゃないんです。日

本じゃないといっても、あとはドイツしか

ないんですけれど、もう一回日本とドイツ

を比べると。

東：日本と思っていましたが、違うと。

ドイツ。

ドイツの方が多い。その通り正解です。

さて、後ろの方。今笑ってたけど次はあ

、 。なたの番で 日本よりもドイツの方が多い

意外ですね。僕も意外だったんですよ。ど

れぐらい多いと思いますか。

Ｃ：３倍から５倍ですか。

これは常識的ないい答えだと思うんです

けれど、実は僕もさらに、その記録を読み

進むまでは、せいぜい３倍ぐらいかなと思

ったの。あなたと同じです。僕は専門家で

すけれど、考えること同じです。

ところが、実はこれは、彼ら落とした側

の記録によれば、なんと９倍なんです。ド

イツ人の頭の上には９倍の爆弾を落とし

た。もう一回言いますが原爆は別ですよ。

ドイツ人は同じ白人ですから原爆は落とし

てない。はっきり申します。日本人の頭の

上には原爆は落としましたが、一応それを

省くと、通常爆弾ではなんと９倍の爆弾を

ドイツ人の頭の上に落とした。

問題はその先なんです。その結果、アメ

リカ軍の空襲で亡くなった被害者の数は、

実はドイツと日本がほぼ同じなんです。ほ

ぼ同じということは皆さん分かりますね。

降ってきた爆弾の量が９倍なのに、ドイツ

の犠牲者は日本とほぼ同じだったというこ

とは、つまりはドイツは何らかの工夫のお

陰で、被害者が９分の１で済んだというこ

とですね。

そこまで分かった上で、東京大空襲を例

えば皆さん思い出してください。この中に

は東京に限らず空襲の被害の経験者もいら

っしゃると思います。特に東京大空襲をな

ぜお話するかというと、東京大空襲でどん

なことが起きたのかというのは、たくさん

のフィルムにもなってるし、絵にもなって

るし、今年の夏にもＮＨＫ番組で若い人た

ちが東京大空襲で逃げまどう人たちを演じ

て、舞台で、それを記録した番組やってま

したね。それを思い出していただくと、一

晩で10万人の方、普通の東京都民、当時の

東京市民が亡くなったわけですけれど、じ

ゃあアメリカ軍の爆弾が直接頭に当たった



- 25 -

り、あるいはアメリカ軍の爆弾の破片が直

接胸に刺さったりして死んだ人がどれぐら

いいるかというと、実数ははっきり分かり

ませんが、それはおそらく場合によっては

数百に過ぎない。じゃあ他の方は、９万、

10万の人はどうやって亡くなったのか。皆

さんこれ、今までさんざん見た東京大空襲

の姿を思い出していただくと、例えば、逃

げまどう東京市民は誰にも誘導されない。

誰も避難の誘導をしてくれない。はっきり

いうと、当時の自治体、東京市の役所の人

は誰も誘導してくれないから、自分達で、

例えば若いお母さんも赤ちゃんを抱いて自

分達で走り回ったから、とりあえず燃えて

ない所へと行ったら小学校の校庭だったわ

けです。当時の国民学校。小学校の校庭に

たくさんの人が集まる。集まったときには

まだ怪我すらしてない人もいっぱいいたの

に、そこにたくさん集まって、周りから四

方八方から火が迫ってきて、生きながら焼

かれたわけです。

あるいは、今言いました、これは日本側

の記録に基づいて言ってるんですが、特に

赤ちゃんを抱いたお母さんの中に多かった

のは、熱いから、赤ん坊が熱くて泣いて真

っ赤になってるから、顔も肌も胸のところ

が真っ赤になってるから、隅田川に飛び込

んだお母さん多かったんです。当時の東京

は３月のまだすごく寒かった。寒かったか

らあっという間に赤ちゃんは凍死し、その

凍死した赤ちゃんを見て絶望して流されて

いったお母さんが実に多かった。そうやっ

て９万、10万の人が亡くなっていったんで

す。ということは、空襲を引き起こしたの

はアメリカの戦争犯罪だけれども、その後

亡くなった本当の原因は、むしろ私たちの

側にあったのじゃないかという疑いが浮か

びます。疑いが浮かんだ上で、僕はあえて

言いますが、専門家ですからドイツに行っ

てドイツ政府の記録をあさり、かつてのド

イツ軍の将校にも合い、当時のナチです。

昔のナチの将校にも合い話を聞きました

ら、例えば東京大空襲と似ているのはドレ

スデンというドイツの古い町にやっぱり無

差別の大空襲をやったんです。

その時、あのナチの国、当時のナチ、ナ

チスですから国民のことなどほとんど考え

ないように見えたあのナチの国ですら、い

ざ空襲があったときには自治体の誰が誰を

導いていって、どこに逃がすか。つまり日

本も疎開ということはありましたけれど、

疎開ということは、そこに生活しなくても

。 、済む人 あるいは例えば帰る田舎のある人

そういう人だけが疎開できて、そこで生活

しなければいけない人たちは、自分達で近

くに防空壕を掘っただけで、そこが一杯に

なってしまったり、防空壕に向かう道がふ

さがれてしまったら、つまり建物が焼け落

ち、どこにも行きようがないから小学校や

隅田川に飛び込んだわけですけれど、ドイ

ツのドレスデンの場合は、予め自治体が避

難マニュアルをつくっていて、市民をたく

さん逃がしていったんです。

アメリカ陸軍航空隊の記録の中には、こ

ういう言葉があって、僕はちょっとショッ

クを受けたんですが 「日本人は自分達の、

家が紙と木だからたくさんの人間が死んだ

けれども、ドイツは石で出来てるから被害

が少なかったと言っている関係者がいる

と。そんなことはない」と書いてあるわけ



- 26 -

です。彼らは。落とした側は。そうではな

くて 「日本は少しの爆弾を落とせば、あ、

とは逃げまどう市民が自分達で焼かれてい

くから、それ以上攻撃する必要がない。攻

撃はするんですけれど、爆弾を落とす必要

。 」はない これ以上効率的な攻撃はなかった

と書いてあるんです。

それを考えますと、日本というのは、そ

ういうことについては実を国民を保護して

こなかった。沖縄戦の問題についても、そ

もそも沖縄戦という戦闘が、なぜ起きたか

という問題もありますが、それは後で少し

お話しますけれど、沖縄戦が始まってしま

った、あるいは始まってしまう段階、つま

りアメリカの大艦隊が沖縄本島に迫ってい

ることがもう分かってて、そこに行くとき

に、戦艦大和が、それを何とか迎え撃とう

として出港していきましたね。あの戦艦大

和の船の上に普通の女学生とか、民間人を

乗せて、例えば燃料を運ばせたり、水を運

ばせたり、もちろんなかったでしょう。と

ころが、地上戦闘では、沖縄の女学生を看

護のためという理由でたくさん駆り出し

、 、て しかも高齢の方まで避難誘導どころか

その地域においたまま、本来であればアメ

リカの大艦隊が近づいた時点で、当然やん

ばるに最低限やんばるに避難させて防がな

きゃいけなかったのに、そのまま軍民ごち

ゃ混ぜにしたわけですね。

更には、僕は本土で、この話をするとき

によく言うのは、沖縄戦の悲劇を写真記録

だけで見ないでくださいと、どうしてか。

あの時カメラを持ってたのはアメリカ軍だ

けだから、日本軍が自国民を殺す場面をア

メリカ兵は見てないから、本当にそれを知

りたかったら、沖縄の人が残したスケッチ

を見てくださいと。あえて言うと、例えば

那覇にハーバービューホテルがありますけ

れど、そこの正面入って右のツアーデスク

のところに、ツアーデスクの係員は、おそ

らく知らないんだろうけれど、デスクの反

対側に本棚があって、そこに貴重なスケッ

チの記録があります。皆さんよかったら、

若い人は見てください。そこには、例えば

少女が米軍のまいたビラを拾っただけでス

パイだといわれて、拷問されて殺害される

ところが克明で絵で残されて、その絵を見

たら誇張がないことは明々白々に分かる。

嘘で書けるような絵じゃありません。

ということは、自国民が自国の軍隊に殺

害されたという世界に例をみないこの悲劇

の大きな要因の一つが、民間人をいざとい

う危機のときに、予め戦争と切り離して避

難させるという発想が全くなかったからで

す。あえて申せば、日本人がバカだからで

はありません。例えば戦艦大和の上にそん

な人を乗せるということをしなかったの

は、つまり日本は海洋民族だから、海での

戦い方はある程度知ってるけれど、地上で

闘ったことがない。さっき言いました私た

ちの国は2000年間国家やってますけれど、

外国に占領されたのは、この1945年に始ま

ったこの占領だけで、沖縄に今も米軍基地

があるように、まだ占領状態は実はある種

続いているわけですけれども、その一回き

、 。りで それまでは一回も知らないわけです

それは、例えばドイツ人が賢いというこ

とでもない。ヨーロッパの国々はこの長い

歴史の間に、千年、２千年の間にどんどん

、 、国境も変わったし 社会体制も変わったし
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社会主義になったり資本主義になったり忙

しかったし、皇室もどんどん入れ代わった

りしたから、自然な知恵として民族を守る

ためには、子どもを生むお母さん、あるい

は小さい子ども、それから国のモラルを守

るためには、戦えない高齢の方は、まず切

り離して守らなきゃいけないということを

彼らは血で学んできたからです。日本はそ

れを一度も学ばずにきたから、沖縄戦の悲

劇も、東京大空襲の死ななくてもよかった

お母さん方の被害が出たということ。その

歴史を実はほとんどまだ顧みられていな

い。このようにまだ整理されてないという

ところが、この日本の現状だと思う。

それから、例えば今、現在のことで言い

ますと、沖縄には原子力発電所ありません

から、ちょっと縁遠いかもしれませんが、

ここはちょっと我慢して聞いてください。

２分だけ。今まで原子力発電所を本土に、

日本はこの狭い国に50いくつもの原子炉が

あります。例えば九州でも、沖縄に近いと

ころだったら川内原発がありますね。今ま

では日本の原発は未来永劫絶対安全だと。

何があっても安全だからここに造るとして

やってきたわけです。それは普通の国民で

そんなこと信じる人いませんよ。日本人は

バカじゃないどころか、本当は賢いんだか

ら。人間の造ったものだから必ずリスクは

あると思ってきたのに、それで押し通して

。 、きたんですね ずっとそれできたんですが

この国民保護法の中に、僕はこの最初の原

案を政府関係者から見せられたときに驚い

たんです。

その中に 「もしもテロが起きそうだと、

いうだけで経済産業大臣は原子炉を止めろ

と命じることができる」と書いてあるんで

す。これ単純なようでびっくりする話で、

、 、この沖縄では これも実感ないでしょうが

例えば日本には北海道があって、北海道の

高齢者というのは実は今石油ストーブで冬

。 。の暖とってる人はいません まずゼロです

どうしてか、独り暮らしの高齢者が買いに

行けないでしょう。今は配達もしてくれな

いから、つまりは全部電気ストーブなんで

す。電気コタツか電気ストーブ。例えば北

海道電力はテロの恐れがあるというだけで

、 。電源を止めて もちろん火力もありますよ

でも足りなくなったときに、高齢者が凍死

したときに誰が責任をとるのか。しかも実

際にテロがあったらともかく、そのままテ

ロは起きなかったら、何かの間違いだった

らということもあるわけですね。

ということは、原子力発電についてやっ

と国は正直になった。つまり、原子力発電

は確かに自家発電として僕は支持しますけ

れど、お陰で石油が高くなっても日本の電

気料金はまだ上がっていませんけれども、

しかし、やる以上はどんなリスクがあるか

を正直に政府が提示して、僕ら主権者、こ

の国の主人公に見せて、みんなでその防ぎ

方を考え、そしてそのリスクが大きすぎた

ら国民の大多数が原子力発電所を止めろと

なったら当然止めるわけです。当たり前の

ことですよね。やっと正直に原発もこうい

うリスクがありますということを認めたの

が、この国民保護法制の一つの大事な要素

です。

、 、そうしますと さっき言いましたように

反対、賛成いろいろあると思いますが、私

がどう考えて、あるいは独立総合研究所と
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してどう考えているかというと、この２年

前に出来た国民保護法は、ようやく正直に

なったと思っているわけです。政府が。即

ち、日本国にはある一点全く国民を保護し

てこなかった点があると。じゃあそれを認

めたんですが、それは何かというと、危機

とかリスクとか、危機管理に弱い弱いとよ

くいわれますね。

因みに僕はテレビに出ているのは評論家

ではありません。あくまで安全保障の実務

者ですが、はっきり言うと、評論家の方々

はすぐ言いますね。日本はとにかく危機管

理ができないと。いやいや世界は実際に歩

くと、自然災害については犠牲者は出ても

日本ほど国民を保護している国はなかなか

ありません。例えば、トルコでもアフガン

でもその地震の後に行けば、今日は消防団

の方もいらっしゃるけれども、この消防団

のような組織がないことも含めて、日本は

災害に対しては本当に実は徹底的に守って

きたんですよ、国民を。

もう一つ、災害や危機だけじゃなくて、

例えば年金問題が大きな問題になって、小

泉さんは「人生いろいろ発言」でごまかし

てしまいました。去年秋の選挙で勝ったか

らといってごまかしが消えたわけじゃな

い。しかし、その年金も視点を変えて、世

界を見る立場から公平に見れば、今までは

年金は不十分でもとにもかくにも出てきた

。 。わけです 資格のある方には出てきました

やがて若い人が少なくって今の年金、政府

は払えなくなるんじゃないかということが

心配、あるいは問題であって、今までは少

なくとも社会保障については、日本国は国

民を保護してきたんです。

これ客観的に申しているのは、もう一つ

例を挙げますと、アメリカでカトリーナと

いうハリケーンがきて何人死んだか未だに

はっきり分からないと言ってるでしょう。

これ実は嘘です。アメリカにフィーマ（FE

MA）緊急事態管理庁というのがあって、そ

こともうちはよく仕事をするんですが、こ

れも僕毎回言ってるんです 「そういう嘘。

はいい加減止めたらどうですか」と。どう

いう嘘かというと、あのハリケーンカトリ

ーナが襲った地域というのは、ミシシッピ

ーとかルイジアナとかアメリカのアフリカ

系アメリカ人。つまり黒人の方が多いとこ

ろですね。これも皆さん思い出していただ

くと、マイカーがないから逃げられないで

孤立してそのまま死んでいった人いっぱい

いたでしょう。

実は、その死んでいった人が誰か分から

ないんじゃなくて、アメリカ合衆国は元々

そこに誰が住んでいるかを知らないんで

す。そもそも皆さんアメリカには戸籍があ

りません。戸籍がない国ですから、マイカ

ーも持てない黒人、即ち税金が払えないよ

うな人々は元々把握してないんです。誰が

死んだのか分からないんじゃなくて、誰が

そこに生きてたかを知らないんです。世界

のスーパー超大国になって、軍事費をあれ

ほど使うアメリカが、実はこういう国なん

ですよ。

ということは、社会保障について日本は

いろんなことがあっても、まさか戸籍がな

い人や、日本国民で、あるいは税金を払え

ないからといって死んでも分からない人と

いうのはいません。

話、戻しますと、そういうところについ
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ては日本は国民を確かに保護してきたけれ

ども、もう一度言います。ある一つについ

ては国民を保護してこなかった。さあその

ある一つ、今までの話で充分わかると思い

ますが、それはどういう場合だけは国民を

保護してこなかったのか。

難しくない。難しくないと言われるとよ

けい焦る、何でしょう。今まで答え言った

のと同じですよ。

Ｄ：武力攻撃事態に対する保護。

正解と言っていいと思いますが、武力攻

撃という言葉自体も皆さんにとってはきっ

と違和感あると思う。日常生活にありませ

んから。これ簡単にいうと、人が人に対し

て災いを起こす場合。つまり地震とか大雨

とか、あるいは台風とか、そういう自然が

原因になるもの。あるいは自然だけじゃな

くて、さっきの原子力発電所も人間のエラ

ー、ミスで起こす事故については、日本は

随分防いできたわけです。しかし、人が人

に対して起こす災害については日本は今ま

でないことにしてきたんです。特にこれは

本当は戦争に負けた後の、この61年間実は

そうだったと思うんです。ですからこの国

民保護法制というのは、今までの自然災害

と違って、テロとか、あるいはさっきたぶ

んあなたは自治体の人だと思うけれども、

今の答えぶりからするとね、武力攻撃事態

というのはわかりにくい新しい言葉も出て

きた。要は、人が人に対して意図を持って

災害を起こす場合にどうやって備えるかと

いうのが、この国民保護法なんです。

その時に、今からこの沖縄と沖縄がどう

いうリスクがあるかというお話をします

が、その時に、くれぐれも特に若い人は誤

解しないでほしいのは、人が人に危害を加

える場合に、この場合の人というのが必ず

悪人だと思わないでくださいね。彼らなり

に必死になって自分達の民族の、あるいは

国家の未来を守ろうとして、人と人がぶつ

かってしまう場合が基本です。国際社会で

いい人、悪い人というのは簡単に分けられ

ることはありません。これはあえて言って

おきますが、今から中国の話を少ししたい

と思いますから、まずそのことを皆さんに

言っておきます。

、 、 。そして あえて今日 中国の話をします

沖縄について考えなきゃいけないこといく

つかあるんです。やっぱり中国の話をせざ

るを得ない。

実は昨日の宮古島での、この国民保護フ

ォーラムでは、中国の話は最初はあまりし

なかったんです。といいますのは、中国か

ら遠い東京、北海道ならまだしも、この身

近な沖縄では中国と今まで随分仲良くして

きたし、そういうことは実は、例えば日本

の天皇陛下だって言ってるでしょう、日本

の天皇陛下は私たち、つまり皇室の子孫は

かつで百済から来た人もいますと言ったわ

けです。だから、朝鮮半島が敵で中国が敵

だというのは違うでしょうということを実

は天皇自ら言われたと僕は思っているんで

すけれど。

だけど、昨日、宮古島でそれをやって、

実は僕の話が終わった後に、皆さん方の質

問の中からそれが出まして、中国がこれか

らどんどん膨張していったときに、沖縄は

いったいどうなるのか。それを青山さんに
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もっとはっきり言ってもらいたい、はっき

り聞きたいという質問が出たので、その質

、 、問に答えた後 今日のこの講演に至るまで

宮古島から25分の飛行機でこっちに飛んで

くる間に僕考えました。やっぱりこれは逃

げないで、僕もはっきり言うべきだと思っ

たんです。

ただし、後で皆さん見てください。この

レジュメに「憶測推測は話しません」と書

いてるとおり、僕の話は全部当事者に直接

聞いた話です。実はそれはテレビでも同じ

です。

去年の２月、即ち、皆さん憶えてると思

いますが、中国で反日暴動が起きたその２

カ月前です。去年の２月に、この独立総研

の若い研究員と一緒に北京に行きました。

そこでいろんな人と会いましたが、その中

に中国人民解放軍の海軍の大佐とお会いし

ました。最近の中国軍の幹部というのは英

語がとても上手です。アメリカに留学して

ますからね。だから実際は英語でやり取り

しているわけですけれど、その中国海軍の

大佐、やがて彼は将軍にまもなくなると思

いますが、大佐が言ったことは実は２つあ

って、１個は余談です。１個は 「青山さ、

ん、やがて春になる頃に、日本に対して怒

りの動きがでますよ」と言ったんです。だ

から、あの反日暴動が自然発生じゃなかっ

たという実は証拠なんですけれどね。それ

は今日の話では余談です。

もう一つ大事なことを言ったんです。最

初は彼は非常にさりげない話し方をしまし

た 「青山さん、あなたは姫路藩の人です。

ね」と。姫路藩、要するに兵庫県姫路市と

あるでしょう。姫路城は知ってますね。世

界遺産の姫路城。僕の家はずっと姫路藩な

んですね。そういうことを中国は諜報機関

の国ですから、僕のことを調べ尽くしてる

のはいつものことですから驚きませんでし

たが、その後彼が言ったのは 「あなたの、

ご先祖様がお務めになってた姫路城 」そ、

の通りなんですが 「姫路城の石垣を見て、

くださいよ、直角でしょう。日本のお城は

全部石垣直角でしょう。でも首里城を見て

ください。首里城だけ違いますよ。首里城

はこういう曲線ですね。この曲線のお城の

石垣というのは我々中国の明の物です 」。

。 、分かりますね 今は中華人民共和国ですが

その前は中華民国、その前が清、そしてそ

の前が明です。明るいとかく明。中国にと

っては近代国家への入口だった明。明の文

化です そして彼はこう言ったんです 青。 。「

山さん、あなたは日本で講演するときに、

祖国とは文化ですと言ってますね」と。そ

の通りなんです。よく調べてますね。僕の

信念です。祖国というのは文化のことをい

うんです。そうすると、中国海軍の大佐が

僕に言ったのは 「青山さん、あなたは祖、

国とは文化なれと言ってるということは、

首里城の石垣を見たら、首里城のある場所

をあなたたちが沖縄と言ってるのは違っ

て、本当は琉球王国だと。琉球王国の王は

明の時代には中国の皇帝に冊封されてたで

はないか」と。要するに、中国の皇帝をト

ップにして、たくさん周辺国に王様を置い

てあると。そのうちの１人が琉球王だった

。 、んだからという話をしたんです 僕は当然

日本国民として、そこへ行ってるわけです

から、その中国軍の海軍大佐に 「それは、

つまり、やがて中国は沖縄を自分のものに
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したいということか」というふうに聞きま

した。さすがにそれに対して彼は返事をし

ませんでした。話を逸らしましたが、実は

その時、僕さっき言いましたね、その海軍

大佐が悪人だとは僕は全く思わなかった。

むしろ彼はフェアに自分達のやがての意図

を僕に知らせたんだと思います。これは相

手が中国の人であれ、アメリカ人であれ同

じであって、こちらが正直に出ていったら

向こうも本音を意外に言ってくれます。だ

から人間は基本的にみんな同じですが、自

分達中国は未来のために、沖縄をやがて自

分達の勢力に置かざるを得ないということ

を彼は言ったんだと僕は思っています。

これも実は推測じゃなくて、その後、今

度は中国共産党と中国国務院、国務院とい

うのは日本でいうと内閣のようなもので

す。そこの人たちと会いまして、この話を

しましたら、彼らは全て、彼の言っている

ことは正当だと言ったわけです。海軍大佐

の言ってることはですね。

、 、そして皆さん このことを考えるときに

東シナ海のことを、もう一度真っ直ぐ真ん

中からちょっと振り返りたいんです。今、

東シナ海の尖閣諸島を巡って大きな問題が

起きているというのは皆さんそれは地元の

人々ですから皆さんは、この石垣から遠く

ありませんからご存じだと思いますが、し

かし、僕らがちゃんと心して振り返らなき

ゃいけない歴史が本当はあります。といい

ますのは、一応、念のため書くと、1945年

に日本は戦争に負けました。その後、1952

年にサンフランシスコ講和条約が成立し

て、日本は独立を一応国際法上は回復しま

した。この間に、1949年にできたのが中華

人民共和国です。そして、1969年、今から

37年前に何が起きたかというと、37年も前

ですよ、生まれてない人も結構いますね。

37年前に何があったかというと、世界がア

ッと驚いて、日本人だけが驚かなかったこ

とがあったんです。この話をあんまり詳し

くすると朝になっちゃいますけれどね。簡

潔に言うと、この37年前に国連がある報告

書を出しました。国連の専門機関がある報

告書を出しました。その報告書の中身に世

界は驚いて、日本だけが無反応だった。い

かがですか。

どなたか知ってる人いるでしょう。37年

前の国連の報告書。今も読めますよ。英文

ですけど。今日は女性も来てる、いかがで

すか。ヒントはだって東シナ海で今もめて

ることに関係あるんですよ。

Ｅ：島のことですか。東シナ海…。

一生懸命考えてくれていることを僕は本

当に評価します。ただポカンと聞くんじゃ

なくて、自分の頭で考えてほしいんです。

37年も前の、この国連の報告書に何が書い

てあったかというと、尖閣諸島を含む東シ

ナ海のこの地域には、つまりこの沖縄の近

海には全く手を付けてない資源が、海底油

田とそれに伴う天然ガスが場合によっては

600兆円分眠っている。その可能性がある

という報告書を出したんです。

さっき言いましたように、日本では全く

反応がありませんでした。反応がなくて、

真っ先に反応したのは中国だったんです。

その中国が何をしたかというと、1970年即

ちその翌年に突然、尖閣諸島は古来、古く
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から中国のものであるという領有宣言を突

然行ったんです。これに実は世界もびっく

りした。これにも世界がびっくりした。ど

うしてびっくりしたかというと、さっきな

ぜこれを書いたかというと、1952年この時

にサンフランシスコ講和条約は成立しまし

たが、これ皆さんご存じでしょう。その講

和条約の中には、尖閣諸島や沖縄、つまり

南西諸島や沖縄の島々は日本の領土だけれ

ども、そこだけは独立お預けで、しばらく

アメリカの施政下におくと書いてあったわ

けです。だから、この1952年４月28日を日

本独立回復の日するのは間違いです。それ

は沖縄を切り捨てることにしかならないか

ら。

今日皆さんに改めて申すのは、そこには

尖閣諸島も沖縄と一緒で日本のものである

と。ものであるけれども、当面アメリカの

施政下におくと書いてあったわけですか

ら、世界がびっくりしたのは、もう一回見

てください。この３年前に中華人民共和国

できてるんでしょう。尖閣諸島が昔から中

国のものだったら、当然その時に苦情を言

わなきゃいけないけれども、全く言わなか

ったわけです。無関心でした。それが突然

国連の報告書が出たら、自分のものだと言

ったということは、即ち資源がねらいだと

いうことは世界中が分かったわけです。世

界中が分かって、さあ日本はどうするのか

と思ったら、その後、このわずか２年後、

つまり直後に1972年に、これは何がありま

したか、日本と中国の間でとても大事なこ

と。あなたいかがですか。

Ｅ：1972年…。

沖縄についても大事な年ですけれども、

日本と中国の間についていうと。

あなたいかがですか。俺は知ってるぞと

いう顔をされてるけれど。

Ｆ：国交が結ばれました。

その通り。正解です。日中国交正常化を

やりました。友好条約はその６年後ですけ

れど、この時に、日本と中国が国交正常化

したから、共同声明が出たんです。共同声

明が出るというから世界が注目したんで

す。つまり尖閣諸島をどうするんだと日本

は。これは例えば、その当時アメリカのＣ

ＩＡで仕事をしていた人、この間90いくつ

かで亡くなったんですけれど、当時、日本

担当だったこの人に僕はワシントンで会っ

て聞きました。その時に彼が言ったのは、

「青山さん、アメリカすらも、我がＣＩＡ

すらも、日本はこの日中共同声明の中に尖

閣諸島をどうするのかを、どう書くのかが

さっぱり事前に掴めない。日本はそこまで

機密を守れるようになったのかと関心して

たら、その発表される前夜にアメリカがそ

の文書を入手したら、アメリカもびっくり

したのは、一言も何も書いてない。尖閣諸

島のせの字も書いてない。つまり、機密が

漏れなかったんじゃなくて、日本はこの問

題を無視したんだ」と。

そして、実は日本で少しずつ公開されて

きた外交文書というものを僕は調べまし

た。調べましたら、実は交渉はこうだった

ということが書いてある文書の中に一行半

だけ書いてあったんです。何が書いてあっ
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たかというと 「この尖閣諸島の問題は今、

後30年間棚上げにすることで事務的な折衝

で合意した」と書いてあったんです。つま

り外務省の役人が勝手に、はっきり言うと

勝手に棚上げにしてしまったわけですが、

問題はその先で、じゃあその30年間、日本

と中国はそれぞれ何をしたか。今、東シナ

海で中国が油田をつくって、試掘はもう終

わって採掘にかかろうとしてる。さあ大変

だというので、日本では騒ぎになっていま

すね。僕もたくさん中国に対して文句を言

、 、 、ってますが しかし 中国にとってみれば

中国の視点からすれば、自分達の13億、14

億膨らんでいく人口を食わせるための資源

を自ら守らねばならないから、国際法に違

反しててもあえて30年間、この試掘採掘を

してきたわけです。

そして、大事なことの一つは、じゃあそ

の間日本は何をしてたのか。私たちの今日

の電気と同じで、私たちはその間、次の世

代、次の次の世代にどうやって国を守るか

ということを考えたんじゃなくて、自分達

の今の生活、たった今の生活をどうするか

だけ考えて、ただただ、お金でキャッシュ

で中東から油を買って、買うだけですから

子孫のために貯めることなんか出来ません

よね。今備蓄はありますが、子孫のためじ

ゃないでしょう。自分達のためです。自分

達の生活を守るために動いてきただけで

す。実は30年間。中国は良くも悪くも、つ

まり国際法に明らかに違反してます。サン

フランシスコ講和条約に違反してるから。

あるいは日中の合意に違反してるから、不

法行為ですが、その目的は彼らの子々孫々

の存在を守るためです。子々孫々の生活を

守るためです。

そして、皆さんどうして、この話をあえ

て詳しくしたかというと、さっきの中国海

軍の大佐の話は、実はもう一つ余談がある

んです。あれから１年半経って、その間に

中国側から聞いた大事なことは、中国が本

当に必要としているのは沖縄のすぐ西、沖

縄西方トラフ。トラフというのは海の浅い

窪みですね。そこに東シナ海の本当の資源

があるからだと。これどういうことかとい

いますと、実は37年前の国連の報告書はか

なり間違いもあるんです。37年前の報告書

ですから、もっと中国大陸よりにあると思

われたのが本当はずっと日本側にあって、

特にこの沖縄のすぐ横に一番あるというこ

。 、とがだんだん分かってきたんです しかも

その当時には、資源というのは石炭と石油

と天然ガスしかありませんでしたが、実は

この第四の資源というのがあって、これは

余談として聞いてください。第四の資源、

これ実は沖縄に一番あるんですけれども、

メタンハイドレートというものなんです

ね。メタンガスの一種です。これ具体的に

、 、 、いうと 黒島の海に この近くの黒島海丘

海の丘、そこに一番あるんです。実はもう

一つ対馬にもあります。韓国が急に対馬が

自分の領土だと言い出したのは、メンツと

かそんなことで言ってるんじゃないんで

す。日本のメディアは韓国人はすぐそうや

ってメンツで言うと報道していますが、違

います。韓国は韓国で自分達の子孫のため

に、対馬にあるメタンハイドレートを確保

したいんです。即ち、中国海軍の大佐の話

、 、というのは 決して冗談で言ったんでなく

しかも今すぐ戦争すると言ってるんではな
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く、やがて10年、20年の単位で考えると、

中国は自らの存在のために沖縄を飲み込む

意思があるということを、彼なりに僕に伝

えてくれたんだと僕は思っています。

、 、そうしますと 皆さん沖縄を巡るリスク

まず実は中長期のことを申したんです。今

日は世代を越えた方が来られています。長

い目で考えると、今のこの平和な石垣島で

はおよそ想像できないけれども、これが皆

さんがもし北京に行って中国側から見たな

らば、もう油を中国がたくさん買うものだ

からどんどん油が高くなって、中国はやが

て油を買えない時もくる。油だけに頼れな

い。外国から買うだけに頼れない。自分達

のエネルギーを確保しようという中国の立

場からみたら、この沖縄はまさしく宝の海

であって、宝の島であって、なおかつ日本

は、今言いましたように、30数年間何もし

てこなかったわけですから。

しかし、この話に行き過ぎるとテーマが

変わりますから、もうこのへんで止めます

が、１点だけ言っておくと、２年前に日本

はやっと目を覚ましたんです。それは僕と

同じ年の中川昭一、当時の経産大臣が２年

前にたった２隻だけ調査船出しましたね。

たった２隻だけだけど、初めて調査船出し

たということは、即ち尖閣諸島や沖縄西方

トラフや、あるいは黒島の海の資源は、私

たちのものであるということを、あの報告

書から30数年経ってやっと初めて述べた。

これを実は中国は、日本が目を覚まし始め

。 。たと僕に言いました 軍の関係者はですね

これを考えますと、僕がさっきなぜ人が

人に危害を加えるときに、悪人と考えたら

間違うと言ったかというと、それはえせヒ

ューマニズムで言ってるんじゃないんで

す。みんなそれぞれ民族の生存をかけて、

どうしても争わざるを得ないときがあっ

て、その時に何らかの危機が起きることは

過去の歴史でずっとあったわけです。

その時に、かつての沖縄戦のような、あ

、 、るいはかつての東京大空襲のような 住民

国民、普通の人々と戦う任務を自ら背負っ

た人。今日、自衛官もいると思いますし、

警察官もきっといるでしょう。消防団の方

もいる。いろんな立場で自ら責任を担った

人と、普通の生活者を分けないことを続け

ていれば、そういうやがて次の世代、ある

いは次の次の世代で危機が起きたときに、

私たちはまた東京大空襲や沖縄戦の悲劇を

繰り返してしまうことになりかねないと僕

は思っています。

さて、それで、短期の問題について１つ

。 、お話したいんです 皆さんご承知のとおり

７月５日、今から１カ月ほど前に北朝鮮が

ミサイルを７発も撃ちました。７月５日の

午前３時32分から夜にかけて撃ちました

ね。このミサイル未だに日本のマスコミは

テポドン２号の発射と言ってます。テポド

ン２号というのは遠くへ飛んでいくミサイ

ルですが、これははっきり言ってどうでも

。 、いいんです なぜどうでもいいかというと

実は公表はされてませんが、このテポドン

２号には燃料がちょっとしか入ってなかっ

たんです。あのテポドン２号、本来は6,30

0㎞飛びますから、6,300㎞ということはア

。 。ラスカに届きます つまりアメリカですね

そのためには、液体燃料を65ｔ入れなきゃ

いけないのが、15ｔしか入れてなかった。

ということは、最初から遠くへ飛ばすつも
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りはありませんから、北朝鮮は。成功だ失

敗だ、それはどうだっていいんです。問題

は残りの６発です。残りの６発の中に、皆

さん全員が聞いたことあるノドンというミ

サイルが含まれていて、これは実は僕自身

の反省も込めて言っているんですが、僕ら

、 、専門家は 評論家じゃなくて実務者として

10年前のレベルで、このノドンを考えてた

んです。今回、実際に１カ月ちょっと前に

日本海に撃たれたノドンは、これも公表さ

れてませんが、全く前のノドンと姿が変わ

ってました。１つは、今まで1,300㎞しか

飛ばなかったんです。ということは、この

沖縄は特に石垣、あるいは西表、この辺り

までくると、ほとんど実際射程外でした。

かろうじて沖縄は逃げることができたとい

ってもいい。これが実は500㎞延びて1,800

㎞になってるんです。即ち、この沖縄は今

充分、射程距離に入ってしまいました。

そして、もう一つ大きいのは、もう２つ

あるんですが、もう一つ大きいのは、命中

精度。つまりどこに命中させるかという能

力も、今までは実は直径10㎞の広い範囲に

ようやく半分が落ちるぐらいだったんです

が、何と今回のやつは直径わずか１㎞。正

確にいうと1.2㎞の間にたくさんのミサイ

ルが落ちる命中精度に上がっていました。

さらにもう一個大きいのは、頭に乗っけ

られる爆弾の重さ、これが変わっている、

つまり大きくなってる。だから、今北朝鮮

は核実験の準備をしているんです。ノドン

に積める核兵器を実は造ろうとしている。

しかし、皆さん、今お話したいこと。この

限られた時間でお話したいことは、このミ

サイルがいかに恐いかという話じゃないん

です。というのは、７月５日もあくまでこ

れは演習です。実験じゃありません。実験

じゃなくて演習というのは、なぜ夜中に撃

ったかというと、実際に何かミサイルで事

を起こすときは必ず夜明け前から始めます

から、現在の戦闘は全部夜です。だけれど

も、実戦を想定した演習という怖さはある

けれども、あくまでミサイルの頭は空っぽ

です。何も積んでなかった。そうですね、

どんがらだけです。どうしてか。北朝鮮が

平和的な国家、残念ながら、そうは言えな

い。どうしてどんがらだけだったかという

と、もしもそこに実際に爆弾が積まれて爆

発すると、それはアメリカが直ちに必ずミ

サイルで北朝鮮を攻撃するからです。それ

はアメリカが日本のことを大好きだからじ

ゃなくて、沖縄を含めた在日米軍基地が今

やアメリカの生命線、アメリカ軍の生命線

ですから、在日米軍基地をミサイルから守

るために必ず北朝鮮が実弾入りのミサイル

を撃ったら必ず反撃します。

イラクで忙しいから出来ないはずと評論

家は言いますが、そんなこと関係ありませ

ん。イラクで戦ってるアメリカ軍は陸軍と

海兵隊だけです。つまり空軍と海軍は手が

余ってますから、実はこの日本の近海に今

たくさん詰め掛けてます。沖縄の方は関心

。 、強いから知ってるでしょう ということは

北朝鮮の側から見たら、少なくとも今の独

裁体制がある間は、ミサイルを実弾入り撃

つ可能性はほとんどありません。

さっき内閣の説明では、ミサイルが非常

に強調されてました。僕は冒頭言いました

ように、政府に都合がよくなくてもありの

ままに僕は申します。やがては問題です。
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やがては問題、さっきの中国も含めてです

ね。中国は例えば東風21号、東の風と書く

んですが、東風21号という中距離核ミサイ

ルを配備してて、これは中国側に僕は確認

してるんですけれど、日本の人口30万人以

上の都市は全部照準に入ってます。だから

沖縄でいうと那覇は30万超えてますから照

準が合わされているということなんです。

だから、やがてはミサイルの問題は深刻な

問題になります。だから内閣が、それを強

。 、調するのはもちろん嘘ではない それから

国民の関心がミサイルに高いからそこを強

調するのも行政としてはやむを得ないと思

う。

しかし、もう一度言いますが、今、目の

前で考えなきゃいけない最大のものはミサ

。 、イルじゃないんです もう一回言いますが

どうしてかというと、ミサイルは撃てば必

ずばれるからです。液体燃料をドボドボ入

れ始めただけで衛星に見つかって大騒ぎに

なりますね。ましてや実弾入りのミサイル

を撃ったら、北朝鮮が撃ったというのは隠

しようがありませんね。即ちアメリカ軍の

攻撃を避けることはできません。もしも、

北朝鮮という追い込まれた国家、追い込ま

れてますね。それは亡命者の証言、亡命者

の証言は誇張がありますから全部は信用で

きないけれども、例えば北朝鮮のナンバー

２だったファンジャンヨブさんという方、

いま韓国で軟禁されていますが、その人が

言ったのは、北朝鮮は350万人が既に飢え

死にしたと彼は言ってるわけです。これを

誇張とみても、仮に350万人とすると、北

朝鮮の人口はもともと２千万ぐらいですか

ら、日本国に置き換えたら、既に東京都民

は全員飢え死にしていて、僕は神戸の生ま

れで、神戸を含む兵庫県というのは人口の

多いところで500万います。その兵庫県も

全員飢え死にしていて、それなのに独裁者

だけが豊かな生活ができてるというのが北

朝鮮の現状ですから、いずれにせよ追い込

まれていることは間違いはありません。し

かも去年の９月からアメリカが北朝鮮の裏

、 。口座を封鎖してますから もうお金がない

もしも日本からすぐに援助を引き出したい

場合に、ミサイルを撃つということはあり

得ないでしょう。ミサイルを撃ったらアメ

リカ軍の攻撃を呼び込むだけであって、独

裁者もそこで終わりです。そんなことを短

期的にするはずがない。

やるかも知れないのはたった一つです。

それは姿なきテロ。証拠が何もないテロ。

証拠が何もないから誰も北朝鮮を攻撃でき

ないのに、日本国民は誰もがきっとあの国

。 。だろうと思わざるを得ない そういうテロ

そのシミュレーション今からお話します

が、なぜこの話をするかというと、一番大

事なことは、ミサイルだけ考えるんだった

ら、百歩譲って、どこかの国が日本に向け

てミサイルを撃ったとして、それがこの石

垣島を狙うはずがないじゃないですか。そ

うでしょう。もちろん僕の住んでる東京を

狙いますよ、どこの国でも。そうすると、

ミサイルだけ考えたら、実はこの国民保護

法制というのは巨大なフィクションになっ

てしまうでしょう。東京だけ考えればいい

んで、あるいはせめて大阪とか名古屋だけ

考えればいいので、北海道の利尻島とか西

表に住んでる人は関係ないという話になっ

てしまいますね。



- 37 -

実はそうじゃないんです。さっき言いま

、 、したように ミサイルはバレバレですから

そんなものめたらやったに撃つことはでき

ませんが、実は北朝鮮は、そんなことをし

なくても日本の世論を直ちに動かせること

にできる能力をもってます。

それは何かというと、実はアメリカの公

的機関が既にシミュレーションをしている

んです。公的機関としか申せませんが、私

はその膨大な現物をワシントンで見てきま

した。

そこに何が書いてあるかというと、まず

北朝鮮が動かす工作員はたった１人だけで

す。たった１人。そのたった１人、その文

書には、これはあくまで想定ですよ。実際

にこれ起きたというんじゃなくて。そこは

誤解しないでくださいね。北朝鮮といえど

もまだやってませんよ。しかし、その想定

では、たった１人の青年が、ちょうどあな

たのようなかどうかは分かりませんが、彼

のように清潔で何も不審な点のない青年が

１人飛行機に北京から乗り込んで、その飛

行機が日本の成田空港に着く。何も異常は

ない。その青年は飛行機に乗ってる間、一

回トイレに行く。それだけ。彼をよく見る

と、カハッカハッと、つまりゴホゴホゴホ

という咳じゃなくて、こういう乾いた咳を

たまにする。もっとよく見ると、この頬骨

の上と額の下半分あたりが薄赤くなって

る。即ちこれは微熱があるということです

ね。

今、炭疽菌というなかなかいい話が出た

んですが、残念ながら炭疽菌じゃない。あ

なた後から聞きますからね。

でも、この彼がね、この最前列に頑張っ

て言ってくれる、だいたい最前列に来てる

人大好きなんですけれどね、後ろも好きで

。 、すよ 彼が言ったのは要するにバイオテロ

生物テロということを既に言ったんだか

ら、この人の知識は大したもんですが、実

は今彼が言ってくれた炭疽菌よりはるかに

恐いんです。

もう一回言いますが、その青年は微熱が

あって、非常に乾いたちょっと変わった咳

をするだけで、何を言ってるかというと、

体に何か異常があるんだけど、飛行機に乗

るのを止められる可能性はないわけです。

乾いた咳をして微熱があるだけで飛行機に

乗れなかったらみんな乗れないでしょう。

乗ってる間も異常な行動があるんじゃなく

て、一回だけトイレへ行って、それで飛行

機は何事もなく着いて、何事もない着いた

飛行機からは、あっという間に日本国中に

乗客が帰っていきますね。それがこの石垣

であろうが、あるいは西表であろうが、竹

富島であろうが同じです。日本はみんなの

努力で公共の交通網を高速交通網を日本の

隅々まで整備してますから、あっという間

に日本国中に人が帰っていきます。帰って

いったけれど何も起きないで２週間が過ぎ

たと。

、 、 、例えば 前に座ってる この頑健な青年

本当にがたいのでかい、一瞬アメリカ海兵

隊かと思いましたが、彼がこの石垣に、あ

なた石垣の人ですね。石垣に帰ったとしま

す。２週間経って、この頑健な若者に実は

赤い斑点が出る。あなたもう分かるのかも

しれないんですが、今日は赤いのあります

か。ないな。赤いのちょっと残念ながらな

いんですが、赤いという色は、そこに沖縄
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県のマークがありますが、あれをもうちょ

っと薄くして明るくしたような、要するに

非常に明るい朱色という特徴があります。

最初の斑点は非常に円いものです。こんな

に大きくないですよ。もちろん小さいもの

がたくさん頑健の若者にたくさん出てき

て、痛くも痒くもありません。痛くも痒く

もないから放っておくと、そのうちにカハ

ッカハッというような軽い咳が始まって、

それから微熱が出てきます。彼はさすがの

頑健なこの彼も、これはヤバイかなと思っ

て八重山病院へ行きます。これを見たお医

者さんというのは、実は日本には３人しか

いないんです。しかも皆さん高齢です。今

現在３人かどうか正直分かりません。今僕

がしている話は、そのうちのお一人に僕は

非常に詳しく聞き取り調査をしたもので

す。

八重山病院に、それを診たことある人は

間違いなくいませんから、ひょっとして風

邪でもかかったのかなと。北京で風邪でも

ひいたのかと思って薬くれるけど何も利か

ない。何も利かないうちに、この斑点の中

に今度はもう一つ新しい吹き出物が出ま

す。こういう形じゃありません。これちょ

っと書けないんです。実際の写真をみます

と書きようがないです。グチャグチャです

から。これが出た時には、これを実際に診

たことがある高齢のお医者さんは僕にこう

言いました 「青山さんが仮にとても意志。

が強い人だとしても、こうなったらあなた

はのたうち回って叫び続けるだろう」と。

つまり強烈な痛痒みですね。ただの痛みよ

りも激しい痛痒み。

、 、 。さあ ここまで来てもう一回 何ですか

Ｆ：結核。

青山：結核じゃない。いい答えですけれ

どね。

Ｇ：天然痘ですか。

今ね、エボラ出血熱もあったんですが違

います。もう一回大きな声で。

Ｇ：天然痘。

その通りです。実はこの天然痘というの

は、皆さんご承知だと思いますが、人類が

とっくにみんなで頑張って滅ぼした病気で

す。滅んだときに、アメリカとソ連だけが

この天然痘のウイルスを培養しました。口

実は、やがてどこかアフリカの奥地でも天

然痘がまた出ちゃったときには、ワクチン

しか打つ手がない。ワクチンをつくるため

にはウイルスがないとできないからという

、 。のが口実で 実はそれを兵器にしたんです

自然界の天然痘ウイルスを兵器にしまし

た。アメリカはあえて言うと今もそのまま

ですが、その後ソ連は崩壊しました。崩壊

したソ連がアジアでは３カ国にこのウイル

スを売ったんです。推測ではありません。

国連の専門家が認定している事実なんで

。 。す 買った３カ国のうち１カ国は中国です

もう１カ国が北朝鮮です。あと１カ国は残

念ながらその国との僕の固い約束で言えま

。 。せん 言えませんが誤解しないでください

前は言わないままにして誤解されたんです

が、日本じゃないですよ。陸上自衛隊がこ

っそり持ってるということはありません。

ついでにいうと韓国でもありません。どこ
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。 。か１カ国 あと皆さんで想像してください

さて、問題はその北朝鮮であって、実は

国連の専門機関の推定によれば、今現在も

その天然痘ウイルスを世界で一番持ってる

、 。国は実は中国じゃなくて 北朝鮮であると

そうすると皆さん、この天然痘ウイルスの

大きな特徴は、まず感染率。僕がその工作

員だったとしますね。そうすると、この中

でいったい何人が感染するかというと、こ

れは実は感染率は100％なんです。この感

染というのは飛沫感染、唾です。これは目

に見えませんが微妙にやっぱり唾出てます

から、それによって、例えばこの彼だけで

、 、も感染したとすると その彼が職場に行き

あるいは家庭に行き、どこか飲みに行った

ら、その場でどんどん広まりますから、感

染率は実は100.0％なんです。全員が感染

したあと、例えば亡くなる方はどれぐらい

かというと、これはたいへん実は少ないん

です。自然界の天然痘では３％、即ち100

人かかっても３人の方が亡くなるだけで

す。

それから、兵器にしたもの、北朝鮮が持

ってるものはどうか。これ評論家の中には

30％と言ってる人がいるんですが、そんな

はずはないです。これは公平にみて、いや

情報はバラバラにあるんですよ。しかし、

公平に総合するとせいぜい５％ぐらいで

す。これはあえて低いと言いましたが、で

も皆さんの地域社会で考えてください。10

0人のうち５人が赤い斑点で謎の死を遂げ

るんです。1,000人の町で50人です。10,00

0人の地域で500人の人が赤い斑点が出て、

わけも分からないまま亡くなるという状態

のその中で、そのシミュレーションには、

次のようなことが書いてあるんです。

その時に、そのタイミングでおそらくこ

れを使った国がテレビ放送をやるだろう

と。そのテレビ放送の中では、まず日本こ

そテロ国家だろうと言うであろうと。実に

北朝鮮は既にそれを言ってますね、拉致問

題について 「日本こそテロ国家である。。

どうしてかといえば、天然痘ウイルスを用

いて自国民を殺害しながら、あたかも我が

共和国のせいであるかのような宣伝を行お

うとしている」と放送するであろうと。実

はこのシミュレーションというのは、単な

る推測じゃなくて、もちろん諜報活動で相

手方の作戦をある程度知った上でやってい

るわけです。

もしも実際にこういうことが行われる

と、私たちがどう受け取るのかというと、

まずその時点では残念ながら日本政府は、

天然痘ウイルスだということを発表してな

いと思います。なぜか。パニックが心配で

すから。それから、実は日本はワクチンを

、 、持ってますが 厚生労働省が持ってますが

この厚生労働省が持ってるワクチンの数、

厚生労働省は公表しませんが、あえて皆さ

んに僕の立場からいうと、これは４千万人

分です。これ実は持っているやつを薄めて

使った場合です。薄めて使うことできるん

です。最大限薄めたとして４千万人分のワ

クチンはありますが、逆に言うと８千万人

分は足りないんです。足りないから、日本

の政府は天然痘ウイルスということを簡単

に言えません。

日本政府が言ってないのに、外国の放送

で天然痘ウイルスとはっきり言うというこ

とは、誰が考えてもその国がやったことだ
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とみんな思いますね。僕の家族もきっと思

います。もちろん僕も思うでしょう。皆さ

んの中に、俺は思わないという人は残念な

がら幸か不幸かいないと思うんですが、思

うだけで証拠はどこにもない。

、 、最初のこの青年 このように清潔な青年

この人が例えば生きてたとしても、持って

るのは完璧な偽造パスポートですから、元

々どこの国から来たか分かりません。着て

るシャツは間違いなく北京市内で買った物

であって、これが北朝鮮ということはでき

ません。まさか顔でそんなこと言えません

ね。ですから、全く何の証拠もありません

から、アメリカ軍も手の打ちようがありま

せん。いくらアメリカ軍でも全く証拠がな

いのに、いきなりミサイルを撃ち込むこと

はできません。できるのは、国連でああで

もない、こうでもないと大騒ぎをするだけ

で、その間にたくさんの被害が広がったと

、 、 、すると 日本国民の中から 拉致の被害者

横田めぐみちゃんも含めて、帰ってくる時

期が遠くなってもいいじゃないかと。ある

いは、他の問題ももうしばらくは棚上げで

いいじゃないかと。まずはあの国にキャッ

シュと米と医薬品と軍服に使える衣料を送

れという声は必ず出てくる。

いいですか、誤解しないでください。北

朝鮮がこれをやりそうだと言ってるんじゃ

、 、なくて もしもテロという手段をつかって

日本から援助を引き出そうとすると、こう

いう証拠の残らないテロしかない。

さて、その時に、さっき内閣の側から、

政府の側から、ミサイルが撃たれそうなと

きは必ずアラーム、警告を流しますから、

それに従ってみんな避難誘導されてくださ

いねという話がありました。それは間違い

じゃない。というのは、ミサイルの危機に

ついては政府しかアラームを鳴らせません

から。例えば僕のシンクタンクでもまさか

そんなの鳴らすわけにはいきません。

しかし、逆にもしこの天然痘ウイルスの

ような、こういうテロが行われる場合、逆

に政府はアラームを鳴らせますか。鳴らせ

ませんね。どこで起きるのか予測もつきま

せんから。最初のうちは地域の病院に行く

、 。だけで 風邪かどうかも分かりませんから

飛行機で何の異常もなかったんですから、

中央政府は最初掴みようがありません。じ

ゃあ誰が最初のアラームを鳴らすことがで

きるかというと、例えば今日消防の制服を

着てくれている人がいますが、例えば地域

の消防団。日本が世界に誇る消防団です。

別に社交辞令で言ってるんじゃありません

よ。毛細血管のように日本社会の隅々まで

行き渡ってるこの消防団が最低限の勉強だ

けしてて、例えば赤い斑点が出た時には、

実は本当は、それはやっぱり鯖に当たった

んで、後で恥かくかもしれないけれど、ま

ずはひょっとしたらこれからもしれないと

いうファーストアラーム、最初の警告を鳴

らしてくれたら、例えば国立感染研究所が

そこに出ていって調べることができます。

実はその最初の警告が早かったら、このテ

ロはちっとも恐くないんです。どうしてか

、 。というと 天然痘はワクチンで止まります

例えばこの彼が、そうかもしれないという

ことになったら、この彼が生活している周

り広めにワクチンを投与したら、それが壁

になって、それこから先には一切感染は広

まりませんから、実は早めに手を打てばこ
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のテロは決して恐くないんです。

なぜこの話をしたかというと、国民保護

法制の大事なことは、冒頭言いましたね。

御上に任せてきた時代が終わって、地域の

住民自らが担う。これは一つの例ですが、

御上に出来ないことを地域の住民、消防団

員も含めて。それから消防団員だけじゃな

くて、地域の自主防災組織、今日来てらっ

しゃると思います。あるいは、例えば学校

のＰＴＡでもいいんです。とにかく横のつ

ながりがある、こういう地域の人々が目が

覚めていれば、政府の出来ないことを地域

の住民だけができる、御上に任せてた時代

は終わって、僕らでやらなきゃいけないこ

と、あるいはやれることはやろうというこ

とであり、それから、今日は自治体の方が

たくさんお見えだと思いますが、皆さん、

実は国民保護法制には今年度末までに地

域、市町村で必ず避難マニュアルをつくっ

てくださいと書いてあるんですね。それを

市町村の役場の方で、そんなもの急につく

れと言われても困るんだということを僕の

ところにも随分相談がきてます。

しかし、それは逆に新しい希望として捉

えてほしい。どうしてかというと、地域で

なぜマニュアルをつくるかというと、避難

誘導するためのマニュアルですから、どこ

に高齢者がいらっしゃって、その高齢者の

中でどの方が動けなくて、あるいは地域の

どの家庭に心身の障害のある方がいらっし

ゃるかということを、その人たちがちゃん

と希望した場合に掴めるのは、その地域だ

けですね。これをもし中央政府の御上がや

るとなったら、中央政府の役人自体は今の

。 、百倍でおそらくきかないでしょう しかも

そうやっていざというときに弱者をまず逃

がすということ、そのために地域の実情を

掴むことになれば、例えばここにいる、あ

なたも若いけれど、こういう若い世代が地

域のどこに自分がまず行って守らなきゃい

けない人がいるのかということを、初めて

関心をもって、考えていく、探していく地

域の在り方。例えば、高齢の方が今どうや

って暮らしているかということを見つめる

ようになる。これに５年、10年かかったと

しても、今まで御上から降ってきた地域の

安全と安心というものを、自分達でつくれ

るきっかけになると僕は思っているんで

す。

ということは、最初に申しました、これ

から国民保護法制にある訓練をやるときに

も、今日の中で、防災に関わってきた人は

とても、とてもかどうかわからないけれど

結構いらっしゃると思いますが、あえて厳

しいことを言うけれど、毎年９月１日に防

災訓練しますね。その時の訓練というのは

もう決まりきったストーリーとマニュアル

があって、それを覚え込んで、それを間違

いなくやることが訓練になってるでしょ。

それは一つには、どこかで訓練が止まって

しまったり、どこかで予想外のことが起き

たら、その責任をとらなきゃいけないから

ですね。

、 、しかし それは例えば自然災害だったら

台風の進路とか、あるいは地震が起きたと

きの様子はある程度事前に分かりますが、

今日最初に話したように、人が人に対して

行う災害の場合は、起こす側の人がどんど

ん動いていきますから、必ず予定外のこと

が起きるわけです。そうすると、僕が今日
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冒頭言いました。人が人に対して行う災害

からも国民、住民を保護するならば、今ま

での、あえていうと、誰も責任をとらない

で済む訓練から、訓練がストップしてしま

ったり、今年の訓練は全然うまくいかなか

ったときに、ちゃんと取るべき責任は取っ

て、その代わり次の人に渡していけるとい

う新しい在り方に変わらなきゃいけない

し、これ変えることによって、実は、皆さ

んここにいる人感じると思うけれど、日本

国は責任を取るという話がいっぱいあるよ

うでいて、実は最終的に誰も責任を取って

いないかもしれないということを考え直す

きっかけになると思うんです。

皆さん、実はさっき後ろからあと５分と

いう表示が出ちゃいましたですね。このマ

ニュアルの中でほとんどできない話が残っ

てしまいました。

最後に皆さんに申しますと、実はこのレ

ジュメごく一部しかできませんでしたが、

元々このレジュメに書いてあること全部僕

が今日やるとすると、間違いなくこの講演

は朝まで生講演になって、皆さんお家に帰

れない。それなのにどうしてこれ全部書い

ているかというと、実はこの国民保護法制

は日本が今までやらなかったことを初めて

やろうとしているわけですから、やるなら

ば、私たちが実は問い直さなきゃいけない

ことが最低限これだけあるのではないでし

ょうか、ということなんです。その問いか

けのリストなんです。だから全部問いかけ

の形式になってるんです。

そして、あえてもう一度言いますが、こ

の表紙に僕の個人のメールアドレスまで入

ってます。今の個人情報保護の流れにあえ

て逆行してるんですが、これ表紙だから適

当に書いたんじゃありません。今日僕の話

を聞いた中で、実務でいろんな疑問につき

あたる人もいるだろうし、それから、一般

市民の方でも、これだけはこのレジュメの

中で本当は聞きたかったという人は、どう

ぞこういう手段を通じてお問い合わせくだ

さい。

念のために皆さんに申すと、実は僕のと

ころには今、だいたい日に400通のメール

がくるんです。それは実は、左、右、北朝

鮮、イラン、その他から来る嫌がらせメー

ルを除いて400通なので、実はこの間返事

を出した人からすぐ返事がきまして、青山

さん、あなたにメールを出したのは実は３

年前だと。３年かかってようやく答えてく

れたというメールがきて、僕は申しわけな

かったけれども、でも３年かかっても答え

。 。 、は出してます 返信はしています だから

すごく急ぐ人は、これだけは急ぐんだとい

うことを分かるようにタイトルを入れても

らって、そうでない人は辛抱強く待ってい

ただいて、今日の出会いをこれだけで終わ

らせるんじゃなくて、限られた時間の中の

出会いですから、どうぞ質問を続けたい方

は、これから質問タイムありますよ。それ

とは別にどうぞここにお寄せください。そ

のためにここに僕の個人のメールアドレス

も載せています。そして、残りの質問タイ

ムを確保するために、僕の講演は、これで

締めくくらなきゃいけないんですが、最後

に２分だけもらって、１個だけレジュメの

３ページ見てください。

レジュメの３ページの下の方に、Ｂ「沖

縄県民を含めた日本国民の戦後の常識を問
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う」と書きました。その最初のところ、１

番として、日本は平和ボケなのかと。平和

によってボケたのかということを書きまし

た。これ最後に皆さんに問いかけたいんで

すが、僕は危機管理を仕事にしています。

国民保護に限らずいろんな講演をします

が、その度に毎回質問が出るのは 「青山、

さんいろいろ汗かいて言ってるけど、要は

平和ボケなんだから」という質問が、特に

わりと年代が上の方から出る。しかし、こ

の平和ボケという言葉ほんとうによく聞く

でしょう。ちょっと待ってください。平和

によってボケたというのならね、じゃあ時

々戦争しなきゃいけないんですか。僕らは

この国民保護法制も含めて平和を守るため

にやってるんでしょう。平和になってボケ

たというなら、まるで平和が悪者じゃない

ですか。

まず、その大きな矛盾がある上に、もう

一つ具体的に言うと、日本が平和になって

。 、たった60年ですよ 例えば世界を見渡せば

今テロ対策で一緒に仕事をしている国の中

にスウェーデンという国があります。スウ

ェーデンは実は1700年、今から300年も前

に、当時スウェーデンのものだったフィン

ランドを北方戦争という戦争で当時のロシ

アに奪われたんです。300年前です。それ

を最後にして一回も戦争をやっていませ

ん。二回の世界大戦関係ありません。ベト

、 。ナム戦争ももちろん 朝鮮戦争も関係ない

もちろん今のイラク戦争も一切関与してな

い。即ちスウェーデンは300年、日本の５

倍平和です。じゃあスウェーデン人がボケ

てるのかと。平和ボケというならボケるは

ずでしょう。しかし、例えばスウェーデン

の主都ストックホルムには、あのきれいな

市庁舎がありますね。有名な。どうして有

名かというと、そこでノーベル賞の授賞式

をやるわけです。月と星が飾った本当にき

れいなストックホルムの市庁舎。しかしそ

の地下には、地上にでているよりも大きい

んじゃないかと思うぐらいの完璧な地下施

。 。設があります 市庁舎だけじゃありません

病院、警察、軍関係、それから消防施設。

更には一部の学校に至るまで、地下に全部

施設をもっていて、しかも照明、空調、食

糧、医薬品、医療品、完璧に整備されてい

ます。しかも一回も使ったことないんです

よ。維持費膨大ですから、スウェーデンは

元々税金高いですが、そのための税金のつ

かいかたはもの凄いです。しかし、スウェ

ーデン国民は誰も全く文句を言いません。

もし平和によってボケるんだったら、ス

ウェーデン人がボケてない説明がつかない

じゃないですか。しかも、スウェーデン人

が賢くて、日本人がバカ、そんなことあり

ません。スウェーデンの人々は、僕が行く

ときは常に、例えば日本人の賢さや技術力

に対して本当の尊敬をしてくれます。とい

うことは、ボケたボケた、ボケたという言

葉自体僕はあまり好きじゃないけれど、要

は、安全とか安心への感覚が鈍いというな

、 。ら 平和によってそれが起きたはずはない

じゃあどこに違いがあるのか。

あえて皆さんにお話しすると、スウェー

デンがボケなかった理由はたった一つで

す。スウェーデンの普通の人、あるいは政

府の人に聞いて僕はそれがよく分かりまし

た。

実は、スウェーデンの政府関係者にも言
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われたんです 「青山さん、私たちは自分。

の安全や安心を他人に任せたことは一回も

ありませんよ。だからボケるはずがありま

。 」せんよ 感覚が鈍くなることありませんよ

と。その時彼は日本のことを言わなかった

けれど、僕は彼の目を見てよく分かった。

そのとおり、日本は、例えば戦争に負けて

からこの60年間、実はこの沖縄の米軍基地

も含めて安全保障をアメリカという他国に

随分とお任せしてきたじゃないですか。あ

るいは、地域の安全・安心についても、そ

れは御上の仕事だろうと心の奥底で思って

て、他人に預けてきたでしょう。僕も含め

てそうだったんです。だから私たちの意識

が鈍ったんであって、決して平和のために

鈍ったんじゃない。

だから、せめてこれは僕の最後の提案で

すが、今日の僕の話を我慢して、皆さんよ

く我慢してくれました。最後まで聞いてく

れた方は、できれば二度と平和ボケという

言葉をつかってほしくない。子どもたちに

まずよくない。もう一回言いますが、子ど

もたちがその平和ボケという言葉を普通に

聞くようになったら、じゃあ人間は時々戦

争をして、人殺しをしないとまともな危機

意識をもてないのか。こんなバカな矛盾が

ありますか。全ては平和のためにやってる

んですから。ということを最後に皆さんに

問いかけて、あと貴重な質問タイムに移り

たいと思います。とりあえず僕の講演はこ

。 、 。こまでです 皆さん 今後も末永いご縁で

どうもありがとうございました。
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質疑応答

○ 司会

青山先生、ありがとうございました。

皆様、いかがでしたでしょうか。特別講

演90分間の講演でしたが、皆様とコミュニ

ケーションをとりながら、また問いかけを

しながらのお話、たいへん引き込まれるよ

うなお話で、あっという間の時間だったの

ではないでしょうか。

、 、 。それでは この後 質疑応答となります

どうぞ皆様、もうしばらくお付き合いのほ

どよろしくお願いいたします。

質疑応答では、基調講演でお話されまし

た内閣官房の水野さん、それから、特別講

演の青山繁晴さん、そして県の方からはご

あいさつをいたしました府本参事監、それ

から、国民保護計画のご説明をしました新

里栄治が席に着きます。どうぞせっかくの

機会ですので、皆様積極的にご発言いただ

ければと思います。

それではどうぞ講師の皆様、席の方にお

着きいただけますでしょうか。

それでは、ご準備整いましたので、会場

の皆様からのご質問をお受けしたいと思い

ます。ここからはまた、再び青山さんに進

行をお願いしたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。

○ 青山 繁晴

実は進行役というのを今初めて聞いたん

ですけれど、もうここは単純に皆さんから

質問をどんどん受けていきたいと思いま

す。僕は今結構しゃべりましたから、行政

の責任者もいるわけですから、どんどん遠

慮なく。まず、皆さんから手を挙げてくだ

さい。できたら、どこの地域からお見えに

なっているかを教えていただきたいと思い

ます。

○ フロアーの声

気象台のものです。私どもは災害対策基

本法なるものは、昭和30年代に早々とそう

いうのが制定されたにも関わらず、どうし

てそれに似たようなものが、その国民保護

法というのが２年前にしかできなかったと

いうのは、要するに何か理由が、どういう

理由があったのかなと。それが非常に今疑

問になってるんですけれども、いかがでし

ょうか。

○ 青山 繁晴

まず、僕から簡単に答えます。はっきり

言うと、逆に言うと国民保護法制は、今か

ら５年前の2001年９月11日のアメリカ同時

多発テロが起きたお陰でできてきたんで

す。つまりは、あの同時多発テロがなかっ

たら、実は今も国民保護法はできてなかっ

たんじゃないかと思います。政府には異論

あると思いますが、僕はありのまま言って

そうじゃないかと思います。

その大きな原因は、実はそういうテロと

か有事とか、そういう恐ろしいことはない

ことにしよう。考えないことにしよう。も

しあるとしても、それはアメリカにお任せ

してるんだからというのが本音の部分であ

ったからだと思います。

あのたくさんの人が、数千人も亡くなっ

たテロがきっかけになってるというのは、

それ自体が非常に不幸なことだと僕は思い

ます。あの後、間違ったイラク戦争も起き

ているわけですから。

しかし、日本にとってはあのテロが日本
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国民の目を覚ました面はやっぱりあると思

っています。ただし、あのテロがきっかけ

で起きて、急にバタバタといろんなことを

考え初めて、もう５年も経ったんです。あ

のテロから。でも５年の間にバタバタとや

ってきたから、実はまだこの国民保護法制

には変えなきゃいけない点、改めなきゃい

けない点がたくさん僕はあると思っていま

す。それを変えるのは、さっき言いました

とおり、私たち地域の住民。僕も住んでる

ところの地域のためにもそう思っているわ

けです。

他の方のお答えは必要ですか。

○ フロアーの声

たぶんに戦争はアメリカに守られていま

すから、それでそのままダダダーッときた

のかなという、薄々は感じてはいたんです

けれども、まさかテロがきっかけになって

その保護法ができたというのは初めて聞き

ました。ありがとうございました。

○ 青山 繁晴

行政には異論もあると思いますが、僕は

あえていうと、真っ直ぐみればそういうこ

とだと思います。いかがですか。

○ 水野 敦志

内閣官房の水野でございます。非常に一

般的な答えになってしまうかもしれないん

ですけれども、やはり一般的にやはり制度

とか法律といったものは、我が国は民主主

義国家ですから、国民の方の支持とか意識

によって支えられて初めて制度というのは

できるものです。そういった意識がやはり

ここ数年間大きく高まってきたということ

が影響しているんではないかと。その一つ

としてもちろん９･11のものがあったのか

もしれませんし、その他いろんなものがあ

ったのかもしれません。そういったものだ

からこそ、やっぱり皆さんに、これからも

この国民保護という仕組みを支えていただ

く必要があるというふうに私どもは考えて

います。

○ 青山 繁晴

他の方の質問も受けたいですから、今の

ご質問それでよろしですか。

他にどうぞ。皆さん、積極的に質問して

ください。それが楽しみで来ているので。

マイクをお願いします。来られた地域は教

えてくださいね。

○ フロアーの声

来たところは尖閣列島と同じ登野城でご

ざいます。

先ほど気象台の方がご質問なさいました

けれども、気象台の方で津波に対するハザ

ードマップをつくってあるわけです。それ

が市民に聞いたって、どんなものかと誰も

分からないと思います。だから、ただつく

ってできたと喜んで、テーブルにしまって

おいたら何の意味もない。まさに国民保護

法もつくって、魂の入らないような法律を

つくっても意味ないと、実際にやると。そ

して、我々国民に対し責任があるというこ

とは、自助で７、共助で２、そして公助で

１だとよく言われますけれども、そういう

中で、どう沖縄県とか市町村が、この法律

を活かして、実際に演習をして、訓練をし

て、成果を上げるかということがたいへん

問われていると思います。まさにやらない

ということは、平和であってほしいという

みんなの願望があるだけで、平和はこない

わけですから、それ以外にいろいろな施策
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。 、をやっていく必要があると まさにそれは

先ほど国家とは何かといいましたら、国民

の生命、財産、国土、主権を守ることです

から、そういうことをきちっと国もやって

いただきたいし、県もやっていただきたい

。 、 、と そういう演習 訓練をどこで行うのか

ちょっとお聞きしたいと思います。

○ 青山 繁晴

お答えいただけますか。

ちょっと僕から一つ申すと、さっき防災

訓練の在り方を変えましょうと言いまし

た。防災訓練はみんなが苦労してきたので

言いにくいことを言ってしまったんですけ

ど、でもこれはそこを変えることに意味が

あって、国民保護法について、私がもう１

点評価しているのは、訓練というものをと

っても重視しているんです。

例えば、去年の11月27日に福井県でこの

国民保護法による初めての実動訓練。実動

というのはつまり図の上じゃなくて、実際

に人間を動かす訓練をやったんです。その

訓練というのが、福井の原子力発電所にミ

サイルが撃ち込まれて被害が出たという想

定だったんです。これは実は、さっきのご

質問に関連するんですけれども、９･11が

起きる前だと、これは仰天の話であって、

そんなことはないことになっていたわけで

す。ないことになっていたのを、いやいや

あり得るんですというのに変えて訓練を始

めたことは、たいへん僕は評価してるんで

すが、しかし、残念ながらその先は、例え

ばそうやって原子力発電所に被害が起きた

ときに、どんどん事態が変わっていくとい

うふうにはできなかったんです。というの

はまだまだ日本の体制が、そういう新しい

訓練をやる頭になっていないわけです。訓

練というのは何か決まったものがあって、

どんどん変わっていっちゃうんじゃなく

て、決められたとおりに動けるかどうかを

やるのが訓練だと。まだ、みんなが、みん

ながというのは地域の住民、訓練に参加し

た地域の住民もそうだし、実は自衛官、警

察官、消防官、それから行政マンのような

プロでも実はそうだから、まだまだそこま

で至らない。

そういう訓練だけで終わるんだったら、

さっきご質問されたように、法律をつくっ

て魂を入れないことになってしまうから、

やがてこの市町村のマニュアルが今年度末

までには基本的には出来上がるわけです。

その頃からはどんどん変化していく新しい

タイプの訓練をやらなきゃいけないと思っ

ています。私たちもお手伝いしたいと思っ

ていますが、そのためには、今日関係者の

方もいらっしゃるみたいですが、まずみん

なの頭を切り換えることでしょう。

それから、一般住民の立場からいうと、

今までと同じ訓練をやるんだったら、もう

そんな訓練は参加しないぞぐらいのことを

、 、言ってもらって どんどん事態が変わって

そのためにせっかくつくったシナリオが無

駄になったり、お前が失敗したからと言わ

れる人が出てきても、いやいやそういう訓

練をやりましょうよと、住民の側から僕は

求めてほしいと思っています。

新里さん、いかがでしょうか、今の点。

○ 新里 栄治

、 。県としましては 今年は図上訓練ですね

実動訓練ではなくして、図上の訓練を予定

してますけれども、その前にまず、県は去
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、 。年 県の国民保護計画を策定いたしました

今年は市町村が国民保護計画を策定するこ

とになっております。石垣市の方は、まだ

国民保護協議会対策本部条例というのをま

だ制定してませんけれども、まずそれを制

定していただいて、保護協議会というのを

立ち上げていただくと。立ち上げていただ

いて、石垣市の国民保護計画というのを策

定していただきたいと。それをすることに

よって、県と石垣市、そこと同じ訓練がで

きると。そういうことになりますので、ぜ

ひ市の方では、そういった市の国民保護計

画を今年を目途に策定していただきたいと

いうことを希望したいと思っております。

県が今年予定していますのは、あくまで

も図上訓練です。市町村が全部策定します

と、それを受けまして全県的に実動訓練と

いうのを実施していきたいと思っていま

す。これは来年以降になるかと思います。

○ 青山 繁晴

府本さん、今のことに関連していかがで

すか。

○ 府本 禮司

府本でございます。私どもの方も、今青

山さんも言われましたように、国の方も５

つのパターンを加えて訓練をしておられま

すので、先ほど課長が申しましたように、

まず計画をつくった上で、そのマニュアル

をつくった上で、私どもとしても訓練をや

った上で、ある意味、実動訓練を重要視し

ていきたいと思っております。

これはしばらくは訓練をどうするかとい

う模索はありますけれども、一つずつ訓練

をしながら問題点を洗い出していくという

ことに努力していきたいというふうに思っ

ています。

○ 青山 繁晴

では、内閣の水野さん。

○ 水野 敦志

訓練の全国的な実施状況についてちょっ

と宣伝をさせていただきたいんですが、国

と都道府県の共同訓練というものを昨年度

から我々ずっと進めておりまして、今年度

は実動訓練、実際に部隊を動かすような訓

練ですが、これは全国で３カ所予定してい

ます。実は今日、北海道で既にやっており

ます。あと来月、そして11月にそれぞれ２

カ所でやることになっています。

そして、図上訓練という、実際に部隊を

動かさないシミュレーション的な訓練は全

国で８カ所今年度予定しています。既に鳥

取で８月９日にやりました。私どもも行っ

てきました。こっちは既にシナリオを示さ

ない、シナリオをつくった人は知ってるん

ですけれども、プレイヤーの人達、実際に

訓練に参加する人たちはとりあえず訓練場

に集められて、やれやれこれから何が始ま

るのかといったところで、急に一枚ＦＡＸ

がきて 「どこそこで毒ガスがまかれまし、

た」というのが急にやってくると。その後

じゃあどうするんだというのが始まるとい

う、そういうシナリオを示さない訓練とい

うのは、もう既に行政の中では始めていま

す。

そして、これは一つまた宣伝になるんで

すが、実は国と都道府県、市町村が共同で

訓練すると費用は国が全てもちます。です

ので、この中におそらく都道府県の方、市

町村の方いらっしゃると思いますけれど

も、毎年度ちょっと時期は本年いつになる
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かわかりませんが、国の方から一緒に訓練

しませんかというお誘いの声がかかると思

います。その時はぜひ積極的に応募してい

ただいて、我々と一緒に取り組んでいただ

ければというふうに考えています。

○ 青山 繁晴

とりあえずよろしいですか。

○ フロアーの声

はい、優等生の答えで、ありがとうござ

いました。

○ 青山 繁晴

他の方。何でもどうぞ。

○ フロアーの声

私は市内に住んでおります。武力攻撃と

あります。この石垣島は基地も何もありま

せん。武力もありません。例えば、外国か

ら本当に武力で攻撃された場合、一瞬でこ

こは乗っ取られると思うんですよね。そう

いうテロの防御というんですか、そういう

防ぐようなあれは考えておられるのかどう

か。我々はここに住んでて、いろいろ市民

を全部誘導してどこかへ隠れます。しかし

ながら、味方というのがおりません、ここ

には。こういう本当に他所から来た武力で

攻撃された場合に、どういった方法がある

のかどうか、これちょっとお聞きしたいん

ですが。

○ 青山 繁晴

当然政府からお答えいただきますが、そ

の前に僕から少しお話しますと、今おっし

ゃったことは、ようやく取組みが始まった

ばかりで、陸上自衛隊の中に、ご承知かも

しれませんが、初めて西部方面の直轄部隊

として離島防護専門の部隊をつくりまし

た。今までそういうことを全くやったこと

がないので、実はこの間アメリカの海兵隊

と、日本は陸上自衛隊なんですけれど、先

方はアメリカの海兵隊と一緒に訓練をやっ

たわけです。その訓練どうだったかという

と、実は僕はアメリカ軍サイドに聞きまし

た。そうすると、確かに不慣れで、まず自

衛隊には自衛隊特有の問題があって、それ

を乗り越えられていない。

これちょっと具体的に言いますと、若干

話長くなるけれどちょっと我慢して聞いて

いただきたいのは、自衛隊に対していろん

な意見があることは承知の上で申します

と、自衛隊が世界で最も変わってる点とい

うのは、例えば、この間、陸上自衛隊と一

緒にやった海兵隊員というのは、沖縄のこ

とですから海兵隊のことたくさん皆さん知

ってると思いますが、海兵隊の一部の兵士

にはこういうちょうどこれぐらいの大きさ

のプラスチックのプレートを胸からぶら下

げてるやつがいるんです。それ認識票じゃ

。 、ないですよ 全員じゃないんですけれどね

そこに何が書いてあるかというと、やって

はいけないことだけ書いてあるんです。例

えば 「捕虜は殺害するな 「降伏した者、 」

に手を出すな」やってはいけないことだけ

がせいぜい５つぐらい書いてあるわけです

ね。やってはいけないものリスト。これネ

ガティブリストというんですね。即ち、そ

れを裏返すと、やってはいけないその５つ

意外は、国民と国家を守るためなら何でも

やれということなんですね。海兵隊は沖縄

にとって大変な災害をもたらしてきたから

言いにくいけれども、これはアメリカの海

兵隊だけじゃなくて、世界中の国防軍とい

うものが、あるいは国民軍がそういうリス
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トしか持っていないわけです。やってはい

けないリストだけ持ってるんです。

ところが、日本国の自衛隊だけは全く逆

さまで、やっていいことリストしかないん

です。これポジティブリストといってるん

ですけれど、それは即ち自衛隊法や防衛庁

設置法、決められたことだけやる。それか

ら、例えばアフガンに行くんだったら、ア

フガン特措法、それからイラクに行くんだ

ったらイラク復興支援法というふうに法律

で決めたことしかやれないわけですね。も

ちろんそれは先のあの戦争の教訓から日本

がそういうふうにしてきたんですが、これ

実際には、例えば命と命が向かい合った時

に、これはやってもいいリストに入ってた

かなというふうに自衛官は実際に考えなき

ゃいけないわけです。これは理屈ではあり

得ても実際の現場ではそれを考えてるため

に、判断の遅れというのがどんどん積み重

なっていくわけです。

この離島防衛、石垣島は離島とは僕はい

えないと思いますが、いずれにせよ沖縄本

島からこちら側の島々を守る専門部隊をつ

くって、アメリカの海兵隊と実際の訓練を

してみたら、自衛官は動くときにとっても

優秀で、体もよくつくってあるんだけれど

も、判断の遅れがそうやって積み重なって

いって、実は大きなミスにつながる危険を

感じたと。

それは、僕が聞いたのは、アメリカ軍の

中でも国防総省にいるいわばエリートの人

間ですけれども、彼はその後、それをどう

するかは日本国民の問題だと。アメリカが

どうこう言う問題じゃなくて、日本は世界

の水準に合わせるように変えるのか、変え

ないのか。それをまず日本が決めてから我

らと訓練したいならしてくれと。本音はそ

うなんだよと。それを変えないまま訓練だ

けやっても乗り越えられないものがあると

いうことを言われたんです。

これある種、刺激的な話かもしれません

、 、が やっぱり皆さんへの問題提起としては

実は自衛官は、そういう問題を抱えている

ということを一つ理解していただきたいん

です。

さっき言いましたように、取組みの最初

として、自衛隊が今までタブーだったこと

に踏み込んで、つまり海兵隊と一緒に訓練

をやる。しかも沖縄の近くでやるというの

は、九州でやったわけですけれど、非常に

刺激あります。かつての自衛隊だったら、

そんなのおっかなびっくりで恐くてできな

い。即ち自分以外の誰かが責任者の時にや

ればいいんで、自分が責任者の時にはそん

なのやりたくないということがずっと自衛

隊の幹部の中にはあったわけです。よく今

回はそれは踏み込んで、国民の前に問題を

提起したと思います。

だけど、自衛隊の役割というのはあくま

でも国民に問題提起することで、決めるの

は私たちですから、だからこそまだまだ始

まりに過ぎない。ただし、何もしないで今

いるわけではないということです。

具体的に言うと、僕が知ってる中国軍の

人々も、それから韓国軍もたいへんこの動

きにはいろんな意味で注目している。即ち

日本が本気でこの島々を守る体制が始まっ

てるんだなということは、彼らははっきり

感じてますから。即ち、本来の防衛力とい

うのは戦争を起こさないための防衛力です
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から。そうやって守る体制を見せることに

よって、中国、韓国にも一定の影響力を持

っているのは事実ですから、何もしてない

ということは言えないと思います。

どうぞ、内閣の水野さん。

○ 水野 敦志

非常に具体的で難しいご質問ですので、

なかなか十分にお答えできるかちょっと自

信がないんですが、今、青山先生の方から

防衛力について、防衛的な側面についてお

。 、話がありました 我々もその離島における

この場合はおそらく着上陸侵攻、要するに

敵が船団を組んでやってきて、この島を占

領するということだろうと思うんですが、

やはり自衛隊、海上保安庁を中心に、早く

その敵の動きを察知すると。海上でまずそ

れを食い止めることが一つ非常に重要だろ

うと。そして、なるべく早くそれを察知し

た上で、その時間をなるべく確保して、そ

して本当に大船団でやってきた場合には、

やはり全島避難しなければいけないような

場合もこれは当然あるだろうと。

我々、国民保護の基本指針という国全体

の方針を定めてますが、その中でも離島を

所有してらっしゃる方々には全島避難も視

野に入れた輸送体制についてしっかり検討

していただきたいというお願いをしている

ところです。おそらく沖縄県さんもそのよ

うな準備を今進めていらっしゃるんじゃな

いかと思います。

○ 青山 繁晴

実は皆さんさっきから、残念ながら舞台

の袖から、もう時間過ぎちゃったというこ

とが出てまして、残念ながら、これ以上質

問も受けられないんですけれど、最後１人

の方いいですか。どうぞ。ただし短くして

、 。 。ください お願いします ごめんなさいね

○ フロアーの声

石垣市の宮良から来ました新垣といいま

すが、さっき何でも聞いてくれと言われた

ので、あえて何でも聞いてやろうというつ

もりで聞かせてください。

青山さんの揚げ足取りをするつもりは毛

頭ありませんけれども、このフォーラム、

非常に重要なフォーラムだと思うんです

が、10名程度の出席者でもあえてここでフ

ォーラムをされる計画があったということ

は私は非常に重要な問題があるんじゃない

かという気がしております。こういうフォ

ーラム、県内で今度で４回目ですか、宮古

を含めて、ですね。この前の那覇でのフォ

ーラム、そして宮古、八重山、３回目。そ

れと去年１回目、４回合計されたと思うん

ですが、こういう重要なフォーラムがどう

いうふうな基準で、どのような話し合いの

中で宮古や石垣でされたのか。そういった

ことを県も含めてお聞きしたいと思いま

す。

○ 青山 繁晴

念のため僕からまず申しておきますけれ

ど、10人でもやりますというのは、ちょっ

としか来ないことを予測した上でやったわ

けじゃありませんよ。もちろん僕がここに

来たのは。ここに来てから、いや金曜日は

石垣は飲みデーなんだよということを聞い

たからあえてそう申したんであって、僕が

申したのはあくまで私の志としては話を聞

いてくれる人が１人でも、１万人でも言う

ことは同じですということを言ってるわけ

です。実際にこれは沖縄だけじゃなくて全
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国でこの国民保護フォーラムに出席して、

講演もやってきましたけれど、人数も取り

組みもバラバラです。地域の実情バラバラ

ですから。

しかし、今おっしゃったことをあえて言

えば、揚げ足を取ってないというのは僕は

その通りだと思って信頼しています。だけ

どそれは、今日が４回目であることで分か

るように、この沖縄県の取り組みは公平に

見て僕は良くやってる方だと思うんです。

というのは、国民保護フォーラムを１回や

ればいいということで済ましている県の方

。 、が多いんですよ それを何度も繰り返して

いろんな時間、昼間やったり、夕方やった

り工夫しながら少しずつ参加者を増やそう

としてるふうに、僕はむしろ積極的に評価

しています。だからこそ僕がこうやって来

てるわけですし、皆さんと会うために来た

ので、もう一回言いますが、僕は行った場

所やその時の空気で物事を変えたりしませ

んから、１人だろうが１万人だろうが同じ

なんです。そこはできれば、多分分かって

いただけると思うんですが、分かってくだ

さると思います。

今日が終わりじゃないということも大事

だと思います。つまりいろんな立場の人が

来れることが大事ですよね。夜やるという

ことは本来は勤め人の方が来てほしいから

でしょう。それから、昼間やるときにはも

っと人間が期待できるかもしれないけれ

ど、その時にしか来れない人が来れるよう

な、何度も重ねていくことが大事で、これ

はあえて僕は皆さんにお話しますが、僕は

体調が悪かろうが、忙しかろうが、この沖

縄でフォーラムをやる限り、県が呼ぶなら

ば僕は必ず来ますから、あえてお約束して

おきます。その上でどうぞ。

○ 府本 禮司

県の府本でございますけれども、私ども

の方は、こういうフォーラムを繰り返しや

っていくことが、実はこの国民保護そのも

のの理解につながる。皆さん方の考え方も

分かるし、我々の方からの考えも伝えるこ

とができるということで、私どもとしては

相当長い期間にわたり、こういうことをや

っていきたい。当然のことながら今は、去

年からやってますけれども、沖縄本島でや

りましたから、まず宮古、八重山とやり、

、 。また地方に行き 細かくやっていきたいと

要するに、皆さん方と話し合うことがまず

第一でございますので、こういうフォーラ

。 、 、ムを通じて話し合うと 従って 青山先生

小川先生、こういうふうな専門の方々の特

別講師としてですね、国の方、それから私

どもの状況を説明し、皆さんからのご意見

を。できるだけ意見の交換する時間を取り

たいというふうに努力をしておりますけれ

ども、如何せん私どもも、それぞれ持ち時

間を全てオーバーしてしゃべるということ

もありますけれども、私どもとしては何か

の基準を設けてやるということではござい

ませんで、皆さん方と意見の交換をするた

めにこういうフォーラムを続けていきたい

というふうに考えておりますので、今後と

もよろしくお願いしたいというふうに思っ

ています。

○ 青山 繁晴

あえて申しますが、最後の質問は僕はい

い質問だったと思います。ということは、

これで終わりにしちゃいけないというでも
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ありますよね。こういう機会を今後も重ね

ましょうということだと僕は理解してます

から、今聞いていただいて良かったと思い

ます。

では、皆さん、本当は名残惜しいです。

僕は本当は朝までやりたいですけれど、そ

れこそ10人しか残らなくても朝までやりた

いですが、残念ながらまた次の機会にお目

にかかりたいと思います。

皆さん、今日は、パネラーも含めてどう

もありがとうございました。

○ 司会

まだまだ物足りないところもあります

が、以上をもちまして沖縄県国民保護フォ

ーラム全て終了させていただきます。

本日はたいへんお忙しい中、長時間にわ

たりましてご参加いただき、県の事務局一

同お礼申し上げます。ありがとうございま

した。

最後に、アンケートにつきましては、出

口の受付にボックスをご用意しております

ので、ご提出にご協力お願いいたします。


